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第5次犬山市総合計画
中間見直し実施中です！

　

市
で
は
多
く
の
計
画
を
つ
く
り
、
計
画
の
内
容
に
沿
っ
て
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、「
第
5
次
犬
山
市
総
合
計
画
」
は
あ
ら
ゆ
る
計
画

の
う
ち
最
上
位
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
て
の
分
野
を
網
羅
し
た

総
合
的
な
計
画
で
す
。

　

あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
方
も
多
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
第
5

次
犬
山
市
総
合
計
画
が
完
成
し
た
の
が
平
成
23
年
3
月
。
計
画
策
定
か

ら
5
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
計
画
期
間
は
12
年
で
す
が
、
そ
の
う

ち
約
半
分
が
過
ぎ
、
来
年
（
平
成
29
年
度
）
か
ら
は
後
半
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

　

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
市
で
は
今
年
度
、
総
合
計
画
を
見
直
し
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
今
年
の
7
月
に
第
1
回
犬
山
市
総
合
計
画

審
議
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
白
熱
し
た
議
論
の
も
と
、
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ほ
か
に
も
市
民
会
議
や
若
い
世
代
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
も
実
施

し
、
幅
広
い
意
見
や
提
案
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
見
直
し
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
計
画
期
間
の
後
半
を
よ
り
良
い
6
年
間
に
す
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
の
犬
山
市
に
と
っ
て
、
必
要
な
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
！

皆
さ
ん
、

総
合
計
画
っ
て

ご
存
じ
で
す
か
？



◆
な
ぜ
見
直
し
す
る
の
？

　

計
画
策
定
か
ら
約
半
分
が
経
過

し
、
社
会
情
勢
な
ど
が
変
化
す
る
中

で
、
計
画
に
書
か
れ
た
内
容
と
現
状

に
違
い
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
違

い
を
無
く
し
た
計
画
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
本
市
の
人
口
は
平
成
21

年
を
ピ
ー
ク
に
、
以
降
は
横
ば
い
と

な
り
、
現
在
は
減
少
局
面
に
入
っ
て

い
ま
す
。
人
口
は
今
後
も
減
り
続
け

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
人
口
の
減
少
と
地
域
経

済
の
縮
小
を
テ
ー
マ
と
し
て
策
定
し

た「
い
い
ね
！
い
ぬ
や
ま
総
合
戦
略
」

は
、
目
標
人
口
を
現
状
よ
り
も
低
く

設
定
し
て
い
ま
す
。
人
口
増
加
を
前

提
に
策
定
し
て
い
る
現
在
の
総
合
計

画
も
、
現
状
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

I
C
T
機
器
の
普
及
や
、
東
日
本
大

◆
盛
況
だ
っ
た

　
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

　

8
月
に
は
「
真
夏
の
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
と
題
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
広
く
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

総
合
計
画
中
間
見
直
し
の
た
め
の

「
市
民
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
の
犬
山
市
に
必
要
な
こ

と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
1
グ
ル
ー

プ
5
～
6
人
に
分
か
れ
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
参
加
者
が
お
互
い
に
意

見
や
提
案
を
出
し
合
う
取
り
組
み
）

形
式
で
楽
し
み
な
が
ら
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
「
飲
食
店
が
少
な
い（
の
で
多
く
な

る
と
い
い
）」「
魅
力
的
な
商
業
施
設

震
災
や
熊
本
地
震
な
ど
の
、
大
規
模

な
自
然
災
害
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。

　

市
内
に
お
い
て
も
、
空
き
家
の
増

加
や
市
内
で
買
い
物
を
す
る
人
の
割

合
が
低
下
す
る
な
ど
、
ニ
ー
ズ
は
複

雑
、
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
こ
う

し
た
状
況
に
対
応
し
た
計
画
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
総
合
計
画
の
施
策
事
業

の
中
に
は
、
法
律
な
ど
が
改
正
さ
れ

た
り
、
当
初
設
定
し
た
目
標
指
標
の

達
成
状
況
か
ら
、
記
載
内
容
を
変
更

す
る
な
ど
の
対
応
が
必
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
計
画
の
中
間
点
を

迎
え
た
今
、
見
直
し
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。

◆
ど
こ
を
見
直
し
す
る
の
？

　

今
回
は
、
第
5
次
総
合
計
画
を
全

を
」
な
ど
、
商
業
の
活
性
化
を
望
む

声
や
、「
住
宅
の
整
備
」、「
防
災
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
を
求
め
る
意
見
、
そ

し
て「
犬
山
の
魅
力
を
発
信
」と
い
っ

た
効
果
的
な
情
報
発
信
の
必
要
性
を

説
く
声
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

「
子
ど
も
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
ま
で

ふ
れ
あ
う
機
会
を
多
く
！
」な
ど
、こ

れ
か
ら
は
様
々
な
世
代
や
地
域
の
交

流
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
、と
し
た
意
見
も
印
象
的
で
し
た
。

　

延
べ
85
人
が
参
加
し
た
熱
い
議
論

の
結
果
と
多
様
で
大
切
な
意
見
は
、

中
間
見
直
し
の
貴
重
な
提
案
と
し
て

活
用
し
て
い
ま
す
。

面
的
に
改
訂
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

見
直
し
が
必
要
な
と
こ
ろ
と
、
見

直
す
必
要
の
な
い
と
こ
ろ
を
精
査
し

た
上
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る

「
人
が
輝
き　

地
域
と
活
き
る　

“
わ
”
の
ま
ち
犬
山
」
や
、
ま
ち
づ

く
り
の
考
え
方
な
ど
は
、
犬
山
市
が

目
指
す
べ
き
方
向
性
と
し
て
変
え
る

こ
と
な
く
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
目
標
人
口
や
土
地
利
用
、

施
策
の
全
体
像
、
個
別
施
策
な
ど
の

具
体
的
な
計
画
に
影
響
す
る
と
こ
ろ

は
見
直
し
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
い
い
ね
！
い
ぬ
や
ま
総

合
戦
略
」
な
ど
他
の
計
画
の
成
果
も

踏
ま
え
、
連
携
を
取
り
な
が
ら
見
直

し
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

何
よ
り
、
今
回
の
見
直
し
の
一
番

の
ポ
イ
ン
ト
は
「
今
後
6
年
間
で
犬

山
市
に
と
っ
て
必
要
な
施
策
・
事
業

（
や
る
べ
き
こ
と
）
は
何
か
」
を
見

極
め
る
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
こ
と
を

最
優
先
し
て
取
り
組
み
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
く
か
を
決
定
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

特 集

第
5
次
犬
山
市
総
合
計
画

中
間
見
直
し
実
施
中
！

〜
人
が
輝
き
地
域
と
活
き
る
“
わ
”
の
ま
ち
犬
山
〜

総合計画とは？
　総合計画は市の最上位計画として、12年に及ぶまちづくりの方向性を明らかにし、目指すべきま
ちの将来像の実現に向けた取り組みを明確に示した、言わば「市政の羅針盤」です。
　市政全般の施策（市が行う取り組み）を体系づけ、それに沿って具体的な事業計画を立てています。

見直しは市民のみなさんと！様々な場と機会に！
　「いいね！いぬやま総合戦略」では、子育てサークル、高校、大学、企業など、様々なところへ直
接訪問し、市民の皆さんから多様な意見・提案をいただき、計画に反映しました。
　この総合戦略の成果を十分活用しながら、今回の計画づくりにおいても、場や機会を捉えて市民の
皆さんから意見や提案をいただきたいと考え、見直し作業を進めています。

　公募による学生、主婦、働く女性の
ほか、学識経験者、公共的団体役員な
どによる外部組織「犬山市総合計画審
議会」を 7月に立ち上げ、これまでに
3回開催しています。それぞれの立場
と視点で活発な議論がなされています。

名古屋経済大学を訪問！
　「これからの犬山市にとって必
要なこと」をテーマにワーク
ショップを開催しました。
　活気ある意見交換となり、魅力
ある提案がたくさんありました！

　郵送による市民ア
ンケートを3,000人を
対象に行いました。

▼�
名
古
屋
経
済
大
学
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

▼

真
夏
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
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未
来
の
犬
山
市
を
担
う
若
い
世
代

の
意
見
や
提
案
を
市
政
に
活
か
し
て

い
く
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と

で
あ
り
、
今
後
も
こ
う
し
た
機
会
を

積
極
的
に
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

計
画
づ
く
り
は
、
言
わ
ば
「
ま
ち

づ
く
り
」
で
あ
り
、
計
画
の
見
直
し

と
い
う
機
会
に
様
々
な
方
が
議
論
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
素
晴

ら
し
い
ま
ち
と
な
る
第
一
歩
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

で
あ
う
会
議
で
は
、「
自
然
と
街

の
バ
ラ
ン
ス
が
丁
度
よ
い
」「
あ
た

た
か
い
人
ば
か
り
」「
住
み
や
す
い
」

な
ど
の
よ
い
意
見
と
、「
魅
力
的
な

場
所
を
手
入
れ
し
大
切
に
す
る
人
が

増
え
る
と
よ
い
な
」「
歴
史
だ
け
で

は
な
く
、
個
人
店
な
ど
の
ア
ピ
ー
ル

を
も
っ
と
」「
誰
カ
レ
構
わ
ず
あ
い
さ

つ
し
よ
う
！
」
な
ど
の
若
者
に
よ
る

未
来
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
意
味
で
、
総
合
戦
略
策

定
か
ら
総
合
計
画
中
間
見
直
し
に
至

る
ま
で
に
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
方

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
き
た
こ
と

は
、
と
て
も
貴
重
で
重
要
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
意
見
す
べ
て
が
実
現

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど

れ
も
貴
重
で
大
切
な
も
の
で
あ
り
、

検
討
の
過
程
も
含
め
見
直
し
に
欠
か

せ
な
い
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　若い世代を対象とした集いを開催しました。
　「であう会議」では、大学生や若い社会人のみな
さんが「このまちで働くこと」や「まちの魅力を高
めるためには」といったテーマに対し、まちで活躍
する先輩から話を聞いたり、まちづくりについて意
見交換したりして、緩やかですが濃密な会議となり
ました。

であう会議！
主 な 税 制 改 正 の お 知 ら せ

市 税 だ よ り

平成29年度の市民税・県民税から、下記のとおり税制改正が行われます。
1 .給与所得控除の見直し（上限額の引き下げ）
　給与所得控除の上限額が、平成28年分の所得税（市民税・県民税においては平成29年度課税分）につい
ては230万円に、平成29年分以後の所得税（市民税・県民税においては平成30年度以降の課税分）について
は220万円に引き下げられます。

■税を考える週間　11月11日㊎〜17日㊍
　「税を考える週間」は、生活に深い関わりを持っている税について、そのしくみや使われ方など多くの皆
さんに正しく理解してもらうために設けられています。この期間を中心に、税務行政に関わる様々な取り
組みが行われます。
○税の作品展
▼とき　11月11日㊎〜17日㊍　▼ところ　市役所 1階市民プラザ
▼展示作品　税をテーマにした市内小学生の習字　▼問合せ先　税務課庶務グループ（☎44・0315）
■無料税務相談
▼とき　毎週月曜・水曜日（㊡を除く）午前10時〜午後 4時まで（通年開催）
※「税を考える週間」では、通年の開催に加え、11月12日㊏、13日㊐においても開催します。（原則予約制）
▼ところ　小牧市中央 1丁目346番地　木津用水会館2階　東海税理士会小牧支部事務局
▼問合せ先　東海税理士会小牧支部（☎72・9712）　ホームページ（http://www.toukaizei-komaki.jp/）
■所得税の青色申告決算等説明会及び年末調整等説明会

2 .日本国外に居住する親族に係る扶養控除等の書類の添付等の義務化
　日本国外に居住する親族に係る扶養控除、配偶者控除等の適用を受ける居住者は、その国外居住親族に
係る「親族関係書類」や「送金関係書類」を添付又は提示しなければならないこととされました。これら
の書類が外国語で作成されている場合には、日本語での翻訳文も必要です。
※給与等の年末調整や公的年金の源泉徴収の際に源泉徴収義務者に提出又は提示した場合は除きます。

種類 とき ところ 対象者
所得税の青色申告
決算等説明会

11月16日㊌10：00〜12：00 小牧市市民会館 個人の方で、青色申告を
されている方11月22日㊋10：00〜12：00 春日井市東部市民センター

年末調整等説明会
11月16日㊌13：15〜15：15 小牧市市民会館 個人及び法人の源泉徴収

義務者の方11月22日㊋13：15〜15：15 春日井市東部市民センター

▼問合せ先　税務課市民税グループ（☎44・0314）

▼問合せ先　小牧税務署　青色申告決算等説明会担当（☎72・2113）年末調整等説明会担当（☎72・2116）
　青色申告決算書関係書類は国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）からダウンロードすることも
できます。

○親族関係書類
　国外居住親族が居住者の親族であることを
証明する書類。戸籍や外国政府が発行した書
類。（例　戸籍謄本、出生証明書、婚姻証明
書等）

○送金関係書類
　居住者がその年において国外居住親族に対
し、生活費又は教育費に充てるための支払を
明らかにする書類。（例　外国送金依頼書、
クレジットカードの利用明細書等）

給与収入額 給与所得控除の上限額
現　行 1,500万円超 245万円
平成28年分　　（平成29年度の市民税・県民税） 1,200万円超 230万円
平成29年分以降（平成30年度以降の市民税・県民税） 1,000万円超 220万円

　

犬
山
市
総
合
計
画
審
議
会
で
は
、

7
月
か
ら
熱
の
こ
も
っ
た
議
論
を
展

開
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後

も
審
議
を
続
け
、
審
議
会
か
ら
12
月

頃
に
答
申
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
12
月
下
旬
を

目
途
に
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
総

合
計
画
の
素
案
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

意
見
・
提
案
を
い
た
だ
く
た
め
の
機

会
と
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
段
階
を
一
つ
ず
つ
経

て
、
年
明
け
の
3
月
議
会
に
上
程
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
計
画
は
全
て
の
分
野
を
網
羅

的
に
扱
う
総
合
的
な
計
画
で
す
が
、

「
人
が
輝
き　

地
域
と
活
き
る　

“
わ
”
の
ま
ち
犬
山
」
の
実
現
の
た

め
、
こ
れ
か
ら
の
犬
山
市
に
と
っ
て

本
当
に
必
要
な
こ
と
を
十
分
検
討
し

た
上
で
、
メ
リ
ハ
リ
が
あ
り
、
実
効

性
の
あ
る
、
犬
山
ら
し
い
計
画
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

まちで活躍する人
ゲストスピーカー
城下町のパン屋さん

茶蔵 I 's
奥山玲子さん！
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INFORMATION

公開講座

「	愛知・岐阜・
	 三重の祭を
	 語る」

　

都
市
計
画
や
市
民
の
ま
ち
づ
く

り
論
な
ど
を
専
門
に
、
全
国
を
舞

台
に
活
躍
を
し
て
い
る
東
京
大
学

の
西
村
幸
夫
教
授
を
講
師
に
迎

え
、
地
域
の
歴
史
的
資
産
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
や
市
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
4
日
㊐
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
（
開
場
1
時
）

▼
と
こ
ろ　

池
野
老
人
憩
の
家　

集
会
室　

▼
定
員　

先
着
60
人　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
申
込
み
・

問
合
せ
先　

11
月
7
日
㊊
か
ら
歴

史
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
44
・
０
３

５
４
）

■
ニ
ワ
里
カ
レ
ッ
ジ

『
古
墳
文
化
を
楽
し
む
』

　

青
塚
古
墳
史
跡
公
園
ガ
イ
ダ
ン

ス
施
設
に
て
、
古
墳
文
化
を
楽
し

く
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
10
日
㊏
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

青
塚

古
墳
史
跡
公
園
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設　

▼
内
容　
「
昼
飯
大
塚
古
墳
と
西

　

今
冬
、
犬
山
祭
を
は
じ
め
と
す

る
全
国
33
件
の
「
山
・
鉾
・
屋
台

行
事
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

東
海
地
方
は
曳
山
の
宝
庫
で
あ

り
、
江
戸
期
に
建
造
さ
れ
、
美
術

工
芸
品
と
し
て
も
優
れ
た
も
の
が

多
数
、現
在
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

本
講
座
で
は
、
東
海
地
方
の
祭
り

を
テ
ー
マ
に
、
そ
の
豊
か
さ
や
特

色
に
つ
い
て
、
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン

の
撮
影
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て

ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
解
説
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
5
日
㊏
午
後
1
時

30
分
〜
3
時　

▼
と
こ
ろ　

福
祉

■
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

青
塚
古
墳
史
跡
公
園
ガ
イ
ダ
ン

ス
施
設
は
11
月
29
日
㊋
〜
12
月
１

日
㊍
に
企
画
展
準
備
の
た
め
臨
時

休
館
し
ま
す
。

　

ご
来
館
を
予
定
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
。■

企
画
展
　

　『
楽
田
、
埋
も
れ
た

　
　
　
未
知
の
歴
史
』

　

楽
田
地
区
に
あ
る
遺
跡
を
中
心

と
し
た
文
化
遺
産
を
写
真
や
パ
ネ

ル
等
で
紹
介
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
6
日
㊋
〜
2
月
5

日
㊐
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
㊊

休
館
（
㊗
の
場
合
は
翌
日
）、
年

末
年
始
12
月
28
日
㊌
〜
1
月
4
日

㊌
休
館
）　

▼
入
館
料　

無
料　

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ
先　

青
塚
古

墳
史
跡
公
園
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

（
☎
68
・
２
２
７
２
）

■
東
之
宮
古
墳
周
辺
の

　
史
跡
・
観
光
散
策
マ
ッ
プ

　
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
開
催

　

東
之
宮
古
墳
を
中
心
と
し
た
周

辺
の
文
化
資
源
、
観
光
資
源
を
巡

る
散
策
マ
ッ
プ
を
昨
年
と
今
年
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作
成
し
ま
し

た
。作
成
し
た
マ
ッ
プ
を
も
と
に
、

東
之
宮
古
墳
と
そ
の
周
辺
を
巡
る

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
11
日
㊐
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

▼
集
合　

犬
山
駅

西
口　

▼
内
容　

作
成
し
た
マ
ッ

プ
を
も
と
に
、
東
之
宮
古
墳
と
そ

の
周
辺
の
文
化
資
源
、
観
光
資
源

を
回
り
ま
す
。
▼
定
員　

30
人　

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先　

11
月
１

日
㊋
か
ら
青
塚
古
墳
史
跡
公
園
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
（
☎
68
・
２
２
７

２　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

（
㊊
休
館
）

美
濃
の
古
墳
」　

▼
講
師　

中
井

正
幸
氏　

▼
参
加
料　

500


円　

▼
申
込
み　

不
要　

▼
定
員　

先

着
50
人　

▼
問
合
せ
先　

青
塚
古

墳
史
跡
公
園
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

（
☎
68
・
２
２
７
２
）（
㊊
休
館
）

会
館
中
ホ
ー
ル　

▼
講
師　

都
築

誠
氏
（
伊
達
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
研
究
所
客
員
研
究
員
）　

▼
定

員　

100


人
程
度
（
当
日
先
着

順
に
て
受
け
付
け
）　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
主
催　

学
校
法
人
至
学

館　

伊
達
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

研
究
所　

▼
共
催　

犬
山
市　

▼
問
合
せ
先　

犬
山
祭
保
存
会
事

務
局
（
☎
62
・
４
８
０
２
）

平成2 9年度市職員の募集（第2期）
　市では、来年 4月 1日採用の職員採用試験を行います。

『犬山市の明日のため、市民とともに、情熱を持ってチャレンジできる職員』
　市では、市民とともにまちづくりを積極的に進めるために、職員自ら「犬山市内に居住すること」を
推奨します。この考えに共感し、意欲とやる気にあふれる方の応募をお待ちしています。

　採用予定の職種や人員などは次のとおりです。

1 .職種・募集人数・受験資格等

2 .第 1 次試験日・会場
　　平成28年12月 4 日㊐　　　　会場：犬山市役所
　　（保育職は12月 4 日の他に、子ども未来園で実技試験を 1日間予定）

3 .申込手続
　　○申込方法	 ・犬山市職員採用試験受験申込書、受験票を持参または郵送
　　　　　　　　　　　（総務課で配布、市ホームページにも掲載）
　　　　　　　　　　・貼付の写真 2枚は縦 4 cm×横 3 cmとし、最近 3月以内に撮影したものとすること。
　　○受付期間	 11月 1 日㊋から11月18日㊎午前 8時30分〜午後 5時（㊏㊐㊗は除く）
　　　※郵送の場合は受付期間最終日の前日11月17日㊍の消印までを有効
　　○提出先	 経営部総務課職員担当（☎ 44・0302/内線 1461）

4 .その他　不正合格を働きかけるといった口利きなど紹介行為があった場合は、即不合格となります。

　平成29年度職員採用に関する内容や申込書等の詳細については、市ホームページ（「市政情報」の職員
採用欄）に掲載している募集要項をご覧ください。（犬山市役所総務課でも募集要項を配布しています。）

＊ 1　大学を卒業または平成29年 3 月までに卒業見込みの方
＊ 2　�短大を卒業または平成29年 3 月までに卒業見込みの方、

学校教育法による高等専門学校、専修学校の専門課程（修
業年限 2年以上で、課程の修了に必要な総授業時間数が
1700時間以上のものに限る。）を修了した方または平成29
年 3 月修了見込みの方

＊ 3　採用時に建築に関する学科を専攻・履修した方
＊ 4　採用時に普通自動車運転免許を取得している方
＊ 5　採用時に土木系の学科を専攻・履修した方
＊ 6　�採用時に保育士資格かつ幼稚園教諭免許を取得または取

得見込みの方

＊ 7　�電気主任技術者（第 1種〜第 3種のいずれかの）免状を
取得している方

　　　※申込時、免状の写しを提出していただきます。
＊ 8　�保健師免許取得者または平成29年 3 月までに実施される

国家試験に合格する見込みの方

※�すべての職種において、平成28年度中に、既に犬山市職員採
用試験の申込みをされた方（不合格になった方を含む）は、
今回は応募できません。
※採用人数は、退職者等のため、若干変動する場合があります。

【大学卒・短大卒】

募集職種 募集人数
資格要件

学　歴 年　　　齢 資格等

行政職（事務） 1 名
大学卒　＊ 1 平成元年 4 月 2 日以降の出生者

＊ 4
短大卒　＊ 2 平成 3 年 4 月 2 日以降の出生者

行政職（建築） 1 名 大学卒　＊ 1 平成元年 4 月 2 日以降の出生者 ＊ 3
＊ 4

行政職（土木） 1 名 大学卒　＊ 1 昭和58年 4 月 2 日以降の出生者 ＊ 4
＊ 5

保育職 2 名
大学卒　＊ 1

昭和61年 4 月 2 日以降の出生者 ＊ 4
＊ 6短大卒　＊ 2

【専門資格枠】

募集職種 募集人数
資格要件

年　　齢 資格等
行政職

（電気主任技術者） 1 名 昭和58年 4 月 2 日以降の出生者 ＊ 4
＊ 7

保健職 1 名 平成元年 4 月 2 日以降の出生者 ＊ 4
＊ 8

催
　し

■
歴
史
的
資
産
や
自
然

を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
セ
ミ
ナ
ー
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■
冊
子
『
民
話
の
郷
を

訪
ね
て
』
を
作
成

　

こ
の
た
び
、
羽
黒
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
文
化
部
会
で
は
、
古
き
羽

黒
か
ら
現
在
の
羽
黒
の
町
の
様
子

を
よ
り
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
作
成
し
た
冊
子

『
犬
山
羽
黒
今
昔
物
語
』
の
続
編

と
し
て
、
郷
土
の
民
話
で
有
名
な

山
姥
物
語
に
絡
め
た
冊
子
『
民
話

の
郷
を
訪
ね
て
』
を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
の
冊
子
の
購
入
希
望
の
人

は
、
左
記
の
と
お
り
配
布
し
ま
す

の
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。
▼
と
こ

ろ　

羽
黒
出
張
所
（
㊏
㊐
㊗
を
除

く
）、
小
弓
の
庄
（
㊊
休
館
）、
青

塚
古
墳
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
（
㊊
休

館
）、
横
井
包
装
㈱
（
㊏
㊐
㊗
を

除
く
）　

▼
費
用　

一
冊
5
0
0

円
（
羽
黒
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

の
活
動
協
力
金
と
し
て
）　

▼
問

合
せ
先　

羽
黒
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
協
議
会
事
務
局
（
☎

67
・
０
０
０
４　

羽
黒
出
張
所
内
）

■
労
働
保
険
の

　
加
入
手
続
き
に
つ
い
て

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
あ
り
、
農
林

水
産
の
事
業
の
一
部
を
除
き
、
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
た
ら
、

加
入
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
労
働
者

を
雇
用
し
た
ら
速
や
か
に
労
働
保

険
へ
の
加
入
手
続
き
を
行
い
ま

し
ょ
う
！

▼
加
入
手
続
き
な
ど
の
ご
相
談
は　

江
南
労
働
基
準
監
督
署
（
江
南
市

尾
崎
町
河
原
101

　

☎
０
５
８

７
・
54
・
2443



）
ま
た
は
犬

山
公
共
職
業
安
定
所
（
☎
61
・
２

１
９
２
）

■
県
最
低
賃
金
改
正
の

　
お
知
ら
せ

　

愛
知
県
最
低
賃
金
は
、
10
月
1

日
か
ら
時
間
額
845


円
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
内
の
事
業
所
で
働
く
常

用
、
臨
時
、
パ
ー
ト
な
ど
全
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
日
給

制
、月
給
制
の
労
働
者
の
場
合
は
、

時
間
あ
た
り
の
金
額
に
換
算
し
て

最
低
賃
金
の
時
間
額
845


円
と

比
較
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

江
南
労
働
基
準
監

督
署
（
☎
0587



・
54
・
２
４

４
３
）

■
犬
山
商
工
会
議
所

　
中
小
企
業
振
興
月
間
事
業

　

犬
山
商
工
会
議
所
で
は
、
11
月

を
中
小
企
業
振
興
月
間
と
定
め
、

国
・
県
の
施
策
の
普
及
や
、
年
末

金
融
相
談
会
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。

①
年
末
金
融
相
談
会

▼
と
き　

11
月
9
日
㊌
午
後
1
時

〜
4
時　

▼
内
容　

事
業
資
金
融

資
、
起
業
創
業
資
金
な
ど

②
売
れ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
セ
ミ

ナ
ー
第
2
弾　

S
N
S
編

▼
と
き　

11
月
10
日
㊍
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

▼
講
師　

Ｆ
ｏ
ｌ
ｋ
ｓ　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

‌

s　

高
橋
征
宏
氏

③
人
材
育
成
研
修
会

「
求
め
ら
れ
る
管
理
者
像
と
は
」

▼
と
き　

11
月
16
日
㊌
午
後
2
時

〜
3
時
30
分　

▼
講
師　

元
名
古

屋
銀
行
業
務
渉
外
部
長　

濱
田
輝

秀
氏

④
労
務
改
善
セ
ミ
ナ
ー

「
知
ら
な
き
ゃ
損
す
る
労
務
管
理

セ
ミ
ナ
ー
」

▼
と
き　

11
月
18
日
㊎
午
後
4
時

〜
5
時
30
分

▼
講
師　

小
島
社
会
保
険
労
務
士

事
務
所
所
長　

小
島
勇
次
氏

⑤
経
営
発
達
支
援
事
業

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を
使
っ
た
Ｐ
Ｏ

Ｐ
広
告
セ
ミ
ナ
ー
（
有
料
）

　

11
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成
支

援
県
民
運
動
強
調
月
間
で
す
。

　

子
ど
も
・
若
者
は
社
会
の
宝
で

す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
・
若
者

が
健
や
か
に
成
長
し
、
社
会
生
活

を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
家
庭
・
学
校
・
企
業
・
地
域

で
温
か
く
見
守
り
支
援
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議

で
は
、
優
し
い
社
会
を
作
る
は
じ

め
の
一
歩
と
し
て
、お
あ
し
す（
あ

い
さ
つ
）
運
動
を
駅
前
や
市
内
の

小
中
高
等
学
校
通
学
路
、
校
門
付

近
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
11
月
18
日
㊎
朝
に
は
、
市
内
5

駅
で
一
斉
に
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

を
行
い
ま
す
。（
午
前
7
時
〜
善

師
野
駅
、
富
岡
前
駅
、
午
前
7
時

30
分
〜
犬
山
駅
、
羽
黒
駅
、
楽
田

駅
）
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
44
・
0353



）

　心の病は誰にでも起こりうることです。
　心の健康について考え、「こころを病む人」に対する理解を深め、自立と社会参加を支援する精神保健福祉ボランティ
アの養成講座を開催します。
▼とき・内容

▼ところ　【第 1回】医療法人桜桂会　福祉施設　犬山市大字塔野地字大畔216（☎63・0221）
　　　　　【第 2回、第 3回】福祉会館 3階　303、304会議室　犬山市大字犬山字北古券 2（☎61・4611）
▼対象者　心の健康やこころを病む人の福祉に関心があり、ボランティア活動に関心のある人
▼定　員　先着30人　（定員を超える場合は、 3回連続参加される人を優先）　▼受講料　無料
▼申込み・問合せ先　�11月 1 日㊋〜15日㊋（午前 9時〜午後 5時）に江南保健所健康支援課こころの健康推進グループ

（☎0587・56・2157）

子ども･
若者育成支援

県民運動
「育てよう
自分に勝てる子

負けない子」
11月1日㊋〜30日㊌

▼
と
き　

11
月
22
日
㊋
午
後
2
時

30
分
〜
5
時
30
分

▼
講
師　

P
O
P
高
山　

高
山
マ

サ
エ
氏

⑥
経
営
発
達
支
援
事
業

事
業
計
画
書
作
成
セ
ミ
ナ
ー

▼
と
き　

11
月
25
日
㊎
午
後
2
時

〜
4
時
30
分

▼
講
師　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ク
エ

ス
ト　

山
田
桂
市
氏

⑦
会
頭
と
語
る
会

「
若
手
経
営
者
を
中
心
と
し
た
事

業
所
対
象
」

▼
と
き　

11
月
25
日
㊎
午
後
6
時

30
分
〜
9
時

▼
テ
ー
マ　

会
議
所
に
求
め
る
こ

と
、
犬
山
の
将
来
・
街
づ
く
り
に

関
す
る
こ
と
等

⑧
伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推

進
事
業
「
経
営
力
を
向
上
し
、
売

上
を
増
や
す
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
」

▼
と
き　

第
1
回
＝
11
月
30
日
㊌

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

第
2
回
＝
12
月
7
日
㊌
午
後
6
時

30
分
〜
8
時
30
分　

個
別
相
談
会　

12
月
8
日
㊍
午
前
10
時
〜
午
後
5

時

◇　
　

◇　
　

◇　

▼
と
こ
ろ　

①
〜
⑥
お
よ
び
⑧
は

犬
山
商
工
会
議
所
会
館
、
⑦
は
犬

山
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先　

犬
山
商

工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
（
☎

62
・
5233



）

講　座 精神保健福祉ボランティア養成講座の開催について
〜　地域への架け橋に　〜

と　き 内　容 講　師

第
1
回

11月22日㊋
午後 1 時30分〜 4 時

疾病の理解とコミュニケーション 医療法人桜桂会　福祉施設
施設長　林芳弘氏

地域で生活を支えるとは 地域活動支援センター「希楽里」
管理者　渡辺久佳氏

施設見学 医療法人桜桂会　犬山病院、福祉施設
第
2
回

11月29日㊋
午後 1 時30分〜 3 時30分

支援者として心がけていること 就労継続支援施設「しらゆり・ワーク」
精神保健福祉士　長屋幸子氏グループワーク

第
3
回

12月 6 日㊋
午後 1 時30分〜 4 時

ボランティアとは 社会福祉協議会　職員　奥村晃弘氏
ボランティア活動の紹介・見学 はなみずきボランティア　村野賢次氏

グループワーク 社会福祉協議会　職員　奥村晃弘氏
江南保健所職員

※定員は県内の募集人員です。応募多数の場合は抽選となります。
▼問合せ先　　子ども未来課育成担当（☎44・0323）

▼内　　容　　下表のとおり
▼対　　象　　母子家庭の母・父子家庭の父と寡婦で市内在住・就業への意欲があり、全日程出席できる人
▼受 講 料　　無料（教材費は自己負担）
▼講習時間　　パソコン・調剤薬局事務＝午前10時〜午後 3時40分
　　　　　　　ガイドヘルパー＝午前 9時30分〜午後 5時
　　　　　　　福祉用具専門相談員＝午前 9時〜午後 6時
▼申 込 み　　11月18日㊎までに子ども未来課育成担当（☎44・0323）へ

母子家庭の母・父子家庭の父と寡婦対象　第3回県主催　就業支援講習会

講座名 とき（受講回数） 会　場 教材費 定員

パソコン（仕事応用講習） H29.1/14㊏〜 2 /18㊏　毎週㊏　計 5 回 ヒューマンアカデミー
（名古屋市中村区名駅） 1,836円 20人

調剤薬局事務 H29.1/ 7 ㊏〜 2 /25㊏　毎週㊏　計 7 回 国際医療管理専門学校
（名古屋市中村区名駅南） 5,000円 20人

ガイドヘルパー H29.1/ 7 ㊏〜 2 /18㊏　毎週㊏　計 7 回 ヘルパースクールユノモ
（名古屋市東区泉） 2,592円 20人

福祉用具専門相談員 H29.1/10㊋〜 2 /21㊋　毎週㊋　計 7 回 未来ケアカレッジ
（名古屋市中村区椿町） 3,780円 20人
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INFORMATION

住宅火災によって毎年約1,000人の方が亡くなって
います。
その半数が「逃げ遅れ」によって亡くなっており、
死者の約 7割を65歳以上の高齢者が占めています。
住宅火災の発生や逃げ遅れを防ぎ、命を守るため
に、日頃から「住宅防火 7つのポイント」に取り
組みましょう。

●一 日 消 防 署 長
11月11日㊎に国際交流員のジャクリーン　イヴェット・
シュピーザさんを一日消防署長に迎え、火災予防、防火意
識の高揚を啓発します。

●防 火 広 報
消防団、婦人消防クラブ員協力のもと、
消防車両による防火広報を市内全域で行
い、防火PRに努めます。

●防 火 指 導
地域の自主防災訓練や、保育園等の防火教室に消防職員を
派遣し、自主防災会の育成、園児への防火教育に努めます。

●枯草調査の実施
火災予防上危険のある枯草を調査し、土
地所有者等へ処理をするよう指導します。

土
橋
慶
佑
さ
ん
の
作
品

佐
久
間
静
さ
ん
の
作
品

▼問合せ先
　消防本部予防課予防担当
　☎65・3123
　Eメール 060200@city.inuyama.lg.jp

「逃げ遅れ」を防ぐために。
住宅火災から いのち を守る7つのポイント

平成28年度　全国統一防火標語

消しましょう　その火その時　その場所で

平成28年11月9日㊌〜15日㊋

秋季全国火災予防運動を実施します！

■
平
成
28
年
度

　
市
防
火
管
理
講
習

　

平
成
28
年
度
の
第
2
回
犬
山
市

防
火
管
理
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
第
2
回
は
、
甲
種
防
火
管

理
新
規
講
習
の
み
行
い
ま
す
。

　

消
防
法
に
基
づ
き
、
不
特
定
多

数
の
人
が
利
用
す
る
建
物
・
施
設

に
お
い
て
火
災
に
よ
る
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、消
防
計
画
の
作
成
、

消
防
用
設
備
等
の
維
持
管
理
、
消

火
・
避
難
訓
練
の
実
施
な
ど
防
火

管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
う
責
任

者
と
な
る
資
格
を
取
得
す
る
講
習

で
す
。

▼
と
き　

12
月
7
日
㊌
・
8
日
㊍

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
10
分　

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
2
階
2
0
5

会
議
室　

▼
定
員　

先
着
40
人　

▼
受
講
料　

甲
種
防
火
管
理
新
規

講
習
テ
キ
ス
ト
代　

4
，
0
0
0

円※
既
納
の
講
習
費
用
は
返
還
い
た

し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
み　

10
月
31
日
㊊
〜
11
月

11
日
㊎
（
㊏
㊐
㊗
を
除
く
午
前
9

時
〜
午
後
5
時
）
に
消
防
本
部
2

階
予
防
課
へ

 

申
込
書
は
、
予
防
課
ま
た
は
犬

山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内（
ペ
ー
ジ

番
号
1001028






で
検
索
）

に
あ
り
ま
す
。顔
写
真
1
枚
（
6

か
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
で
、

縦
4
㎝
×
横
3
㎝
、
無
帽
、
無
背

景
、
正
面
か
ら
上
三
分
身
像
）
と

講
習
費
用
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で

撮
影
し
た
場
合
、
印
画
紙
ま
た
は

写
真
用
紙
を
使
用
し
た
も
の
は
可

と
し
ま
す
。

受
講
科
目
の
一
部
免
除

※
平
成
23
年
度
か
ら
、
以
下
の
い

ず
れ
か
に
掲
げ
る
人
は
、
甲
種
防

火
管
理
新
規
講
習
の
「
防
火
管
理

の
意
義
及
び
制
度
」
を
免
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
申
込
時

に
、
免
状
の
写
し
ま
た
は
修
了
証

の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
消
防
設
備
点
検
資
格
者
の
講
習

課
程
を
修
了
し
、
免
状
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

・
自
衛
消
防
業
務
講
習
の
講
習
課

程
を
修
了
し
て
い
る
人

▼
問
合
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課　

予
防
担
当
（
☎
65
・
3123


　

E
メ
ー
ル060200＠

city.inuya
m
a.lg.jp

）

※体育館は土足厳禁のため上履きをお持ちください。
※�オープニング記念事業とは、新体育館を核とした地域の活性化を図ることを目的に、オープンを記念しスポー
ツや健康づくりへの取り組みの促進に繋がる事業として広く募集を行い、市が採択した事業です。

事業名 バドミントン教室
と　き 12月 4 日㊐　午前10時〜（受付 9 時30分〜）
ところ エナジーサポートアリーナ（犬山市体育館）　メインアリーナ

内　容

全日本・世界大会で活躍した選手の技術指導のもと、バドミントン教室を開催します。
9 ：30　受付　　　　　10：00　開校式
10：15　バドミントン教室（準備体操、基本技能、実践練習）
12：00　昼食、休憩　　13：00　交歓会　　※講師を交えて、試合形式での練習
15：00　閉校式

対象者 市内在住・在勤・在学・バドミントン協会推薦者　100人
持ち物 ラケット、体育館シューズ、水筒、タオル
申込み

 ・
問合せ

11月10日㊍から30日㊌までの間に、住所、氏名、年齢、電話番号を明記し、犬山市体育協会事
務局（犬山市勤労青少年ホーム内）
☎FAX　54・1016　 Eメールoffice@inuyama-taikyou.netへ

スポーツ 犬山市体育館オープニング記念事業

●防火ポスター展
　市内小中学生より応募された作品の中から、優秀作品の33点
を、下記期間に市立図書館で展示します。
▼と　き　11月 2 日㊌〜15日㊋
▼ところ　市立図書館 1階ロビー
▼犬山市長賞　小学生の部＝犬山北小学校 4年　土

ど

橋
ばし

慶
けい

佑
すけ

さん
　　　　　　　中学生の部＝東部中学校 3年　佐

さ

久
く

間
ま

静
しずか

さん
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相
　談

INFORMATION お知らせ

市ホームページにバナー広告を募集

■
健
康
相
談
窓
口
の
開
設

　

従
業
員
数
50
人
未
満
の
事
業
者

や
そ
の
事
業
場
で
働
く
人
を
対
象

と
し
て
、
産
業
医
等
に
よ
る
健
康

相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
相
談
内
容
や
指
導
内
容
に
つ

い
て
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
18
日
㊎
午
後
2
時

〜
4
時　

▼
と
こ
ろ　

犬
山
商
工

会
議
所
相
談
室　

▼
申
込
み
・
問

合
せ
先　

前
日
ま
で
に
尾
北
医
師

会
（
☎
0587



・
95
・
７
０
２

０
）
ま
た
は
、
犬
山
商
工
会
議
所

（
☎
62
・
5233



）

※
当
日
の
申
し
込
み
可
。
午
後
3

時
30
分
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

■
若
者
の
就
労
無
料
相
談

　

専
門
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
（
進
路
・
就
職
相
談
の
専
門

家
）
に
よ
る
個
別
相
談
と
適
性
診

断
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
15
日
㊋
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
犬
山

プ
レ
ハ
ブ
会
議
室

▼
対
象　

無
業
の
状
態
に
あ
る
若

者
（
15
歳
〜
概
ね
40
歳
）、
子
ど

も
の
就
職
に
悩
み
が
あ
る
保
護
者　

▼
定
員　

8
人　

▼
相
談
料　

無

　

マ
ラ
ソ
ン
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
第
35
回
犬
山
国
際
友
好

　

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
〉

▼
と
き　

平
成
29
年
2
月
12
日
㊐　

▼
内
容　

大
会
前
日
（
11
日
）
午

後
1
時
〜
5
時
＝
会
場
設
営
な
ど　

大
会
当
日
（
12
日
）
午
前
8
時
〜

正
午
＝
走
路
指
導
員
な
ど

※
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
な
ど
を

差
し
上
げ
ま
す
。

〈
第
39
回
読
売
犬
山

　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
〉

▼
と
き　

平
成
29
年
2
月
26
日
㊐　

▼
内
容　

給
水
所
、
手
荷
物
預
か

り
、
記
念
品
渡
し
、
走
路
指
導
員

な
ど

※
内
容
に
よ
っ
て
時
間
の
変
動
が

料　

▼
申
込
み　

前
日
ま
で
に
電

話
で
い
ち
の
み
や
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
058


6
・

64
・
6
349


）
へ
（
㊋
〜
㊏
午

前
10
時
〜
午
後
5
時
受
け
付
け
）

■
た
ん
ぽ
ぽ
相
談

　（
教
育
相
談
）

　

お
子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な

る
、
あ
る
い
は
障
害
の
あ
る
お
子

さ
ん
の
養
育
・
教
育
で
不
安
の
あ

る
保
護
者
・
教
職
員
は
、
県
立
一

宮
東
特
別
支
援
学
校
の
た
ん
ぽ
ぽ

相
談
（
教
育
相
談
）
が
利
用
で
き

ま
す
。

　

た
ん
ぽ
ぽ
相
談
で
は
、
保
護

者
・
教
職
員
が
抱
え
て
い
る
疑
問

や
不
安
・
悩
み
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
す
。
事
前
に
電
話

で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

毎
週
㊋
㊎（
㊗
は
除
く
）

午
後
1
時
〜
4
時　

▼
と
こ
ろ　

県
立
一
宮
東
特
別
支
援
学
校
（
一

宮
市
丹
羽
字
中
山
1151



番
地

1
）　

▼
相
談
料　

無
料
（
相
談

内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を
厳
守
し

ま
す
）　

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先　

㊊
〜
㊎
（
㊗
は
除
く
）
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
に
県
立
一
宮
東
特
別

支
援
学
校
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
係
（
☎

058


6
・
51
・
５
３
１
１
）

　

D‌

V
、セ
ク
ハ
ラ
、ス
ト
ー
カ
ー

行
為
と
い
っ
た
女
性
に
関
す
る
人

権
問
題
に
つ
い
て
、
強
化
週
間
を

設
け
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
14
日
㊊
〜
20
日
㊐

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時
（
11

月
19
日
㊏
・
20
日
㊐
は
午
前
10
時

〜
午
後
5
時
）

※
通
常
は
平
日
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
で
す
。

▼
相
談
専
用
電
話
（
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）
☎
0570



・

070
・
810　

▼
問
合
せ
先　

名
古
屋

法
務
局
人
権
擁
護
部　
（
☎
052
・

952
・
８
１
１
１　

内
線
１
４
５
０
）

全国一斉　
「女性の人権
ホットライン」
　強化週間

■
成
年
後
見
制
度

　
無
料
相
談
会

　
「
成
年
後
見
制
度
」
は
、
認
知

症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど

に
よ
り
、
判
断
能
力
の
不
十
分
な

人
に
対
し
て
、
家
庭
裁
判
所
が
定

め
た
代
理
人
が
、
財
産
管
理
や
施

設
入
所
、
介
護
・
障
害
サ
ー
ビ
ス

の
契
約
締
結
や
解
除
な
ど
を
行

い
、
本
人
の
利
益
を
守
る
制
度
で

す
。

　

制
度
内
容
や
制
度
利
用
に
関
す

る
相
談
な
ど
、
お
困
り
の
人
の
個

別
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
16
日
㊌
午
後
1
時

〜
3
時　

▼
と
こ
ろ　

福
祉
会
館

4
階
401


会
議
室　

▼
相
談
料　

無
料　

▼
申
込
み　

直
接
、
会
場

に
来
て
く
だ
さ
い
。（
事
前
予
約

も
可
）　

▼
問
合
せ
先　
（
一
社
）

コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
愛
知
県
支
部
（
☎
67
・

8115



）

第35回犬山国際友好
シティマラソン

＆
第39回読売犬山
ハーフマラソン

ボランティアスタッフ募集

あ
り
ま
す
。

※
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
な
ど
を

差
し
上
げ
ま
す
。

▼
申
込
み　

12
月
22
日
㊍
ま
で
に

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
窓
口
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
氏
名
、
連
絡
先
、
住
所
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
44
・
0352



）

■
聴
覚
や
言
語
に
障
害
の
あ
る

人
へ
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

「
N
E
T
1
1
9
」の
ご
案
内

　

N
E
T
119


は
、
聴
覚
や
言

語
に
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
の
新

し
い
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
で
す
。

火
災
や
救
急
な
ど
の
緊
急
時
に
、

生
　活

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
を
通
し

て
、
簡
単
な
操
作
で
119


番
通

報
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
登
録
の
際
、
手

話
通
訳
等
が
必
要
な
人
は
、
事
前

に
福
祉
課
障
害
者
担
当
（
☎
44
・

0321



）
ま
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。　

▼
問
合
せ
先　

消
防
署

企
画
調
整
担
当
（
五
郎
丸
字
下
前

田
1
番
地
）　

㊏
㊐
㊗
を
除
く
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
☎

65
・
0119



（
内
線
119


）　

F
A
X
62
・
４
４
０
７　

E
メ
ー

ル060400＠
city.in

u
ya
m
a
.

lg.jp

）

■
市
民
健
康
館

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
休
館

　
11
月
7
日
㊊
〜
9
日
㊌

　

市
民
健
康
館
で
は
、「
さ
ら
・

さ
く
ら
の
湯
」
な
ど
館
内
施
設
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
を
行
う
た

め
、
期
間
中
は
全
館
が
臨
時
休
館

に
な
り
ま
す
。
休
館
時
は
、
交
流

ホ
ー
ル
や
会
議
室
な
ど
の
使
用
も

原
則
と
し
て
中
止
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康
館

　地域産業の振興のため、市ホームページに掲載するバナー広告を
募集します。
▼掲載場所　　トップページ（市が指定した位置）
▼バナー規格　縦50ピクセル×横150ピクセル以内
　JPEGまたはGIF形式（アニメーション不可）　 4キロバイト以内
▼募集枠数　　 5枠
▼掲載料　　　 3か月 1枠30,000円（消費税含む）
▼バナー作成費用　広告主負担
▼広告募集期間

▼申込み　　　�「犬山市広告掲載申込書」に必要事項を記入のうえ、
広告案などを添えて企画広報課（☎44・0311）へ

※その他詳細は、市ホームページ「事業者向け情報」内「広告募集」
を見てください。

掲載期間 広告掲載申込み及
び広告案提出期限

広告データ
提出期限

広告掲載料
納入期限

平成28年12月28日〜
平成29年 3 月31日 11月30日㊌ 12月22日㊍ 1 月10日㊋

募
　集

1213 広報いぬやま　H28・11・1号 広報いぬやま　H28・11・1号



INFORMATION お知らせ

◆
地
域
で
行
わ
れ
る
資
源
回
収

（
11
月
分
）

〔
小
・
中
学
校
〕

5
日
㊏　

犬
山
北
小
学
校
、
城
東

小
学
校
（
☎
61
・
2501



）

〔
犬
山
地
区
〕

毎
週
日
曜
日　

御
幸
町
町
内
会

毎
週
木
曜
日　

午
前
8
時
30
分
〜

10
時　

犬
山
駅
前
通
り
発
展
会

7
日
㊊　

大
本
町
町
内
会

12
日
㊏　

上
野
東
子
供
会
、
練
屋

町
、
本
町
町
内
会
（
☎
61
・
１
８

９
２
河
橋
）

27
日
㊐　

上
野
住
宅
自
治
会

※
団
体
の
都
合
で
日
程
が
変
更
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

日
程
の
変
更
・
回
収
に
つ
い
て

は
各
団
体
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

環
境
課
（
☎
44
・

0344



）

■
リ
サ
イ
ク
ル
に

　
協
力
を

◆エコステーション（資源物の回収拠点）開設
エコステーション わん丸エコステーション

と　き

11月13日㊐ 11月20日㊐ 11月27日㊐ 常設

午前 9 時〜午後 4 時 午前 9 時〜正午 午前 9 時〜正午

平日：午前 8 時30分〜正午
　　　午後 1 時〜 3 時30分
土曜：午前 8 時30分〜11時30分
※日曜・祝日・12/29〜 1 / 3 は休業

ところ わん丸リサイクル小屋
敷地内（上坂公園西） 南部公民館駐車場 市役所西庁舎 犬山市都市美化センター敷地内

回　収
品　目

新聞・雑誌・雑がみ・段ボール・布類・飲料用紙パック・アルミ缶・
スチール缶・ペットボトル・プラスチック製容器包装

左記の品目に加えて空きびん（無色・
茶色・その他）、廃食用油（植物性の
み）・小型家電 9 品目・パソコン

対　象 市内在住の人
その他 各自で資源容器に投入

◆わん丸リサイクル小屋（リサイクル品販売）開設
わん丸リサイクル小屋

と　　き 11月13日㊐　午後 1 時〜 4 時
と こ ろ わん丸リサイクル小屋（上坂公園西）
実施内容 家具・小物類・古本などの販売
対　　象 市内在住の人

そ の 他 一部抽選品あり
抽選は午後 2 時30分から

※購入品は各自午後 4時までに搬出してください。

■
善
意
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す（
敬
称
略
）

●
市
へ

▽
金
100


，
000


円

　

三
輪
宮
子

●
市
環
境
保
全
基
金
へ

▽
5
，
6
6
0
円

　

わ
ん
丸
リ
サ
イ
ク
ル
ク
ラ
ブ

※
皆
さ
ん
の
善
意
は
、
市
民
活
動

や
福
祉
、
環
境
保
全
な
ど
に
役
立

■
迷
惑
な
野
焼
き
行
為
は

　
や
め
ま
し
ょ
う

　

屋
外
で
の
燃
焼
行
為（
野
焼
き
）

は
、
農
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を

得
な
い
も
の
な
ど
、
一
部
例
外
を

除
き
、
法
律
や
条
例
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
野

焼
き
に
よ
る
煙
や
臭
い
で
困
っ
て

い
る
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
野
焼
き
行
為
が
行
わ

れ
て
い
る
周
辺
に
は
、
様
々
な
状

況
下
で
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。
農

業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い

も
の
で
あ
っ
て
も
、
周
囲
の
住
宅

環
境
等
に
十
分
配
慮
し
て
苦
情
が

出
な
い
よ
う
に
努
め
る
と
と
も

に
、
野
焼
き
行
為
そ
の
も
の
を
で

き
る
限
り
控
え
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

環
境
課
（
☎
44
・

0344



）

て
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
認
知
症
に
つ
い
て
の

　
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
知
識
を
深

め
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
と
き　

11
月
26
日
㊏
午
後
1
時

〜
3
時
50
分　

▼
と
こ
ろ　

小
牧

市
ま
な
び
創
造
館
あ
さ
ひ
ホ
ー
ル

（
ラ
ピ
オ
ビ
ル
5
階
）　

▼
内
容　

第
1
部
＝
基
調
講
演
「
第
二
の
認

知
症
〜
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
を

め
ぐ
っ
て
」　

第
2
部
＝
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」　

▼
定
員　

300


人　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
申
込
み　

不
要　

▼
問

合
せ
先　

愛
知
県
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
（
晴
和
会
あ
さ
ひ
が

丘
ホ
ス
ピ
タ
ル
）（
☎
88
・
０
２

８
４
）

　県では国土利用計画法に基づき地価調査を毎年
行っています。この基準地価格は、国の地価公示
価格とともに、土地を取り引きする時の参考にな
るものですから利用してください。

■一定面積以上の土地取引には届出が必要
　市内の市街化区域では2,000㎡以上、市街化調整区域では5,000㎡以上の土地を取り引きする場合（売買や交換、
地上権・賃借権の設定など）は、契約締結後、契約日を含めて 2週間以内に土地の取得者による届出が必要です。
　届出は、市で受け付け、県で利用目的を審査して妥当性を判断します。届出をしないで取り引きした場合は、
国土利用計画法違反となり処罰されることがありますので、注意してください。
▼問合せ先　企画広報課（☎44・0312）

【県の基準地価格を発表】 ■平成28年　国の公示価格　〜平成28年 1 月 1 日現在〜

種　別 所　在　地 1 ㎡当たりの
価格（円）

住宅地

1 富岡新町 5 丁目10番 90,800
2 橋爪字万願寺39番16 72,900
3 羽黒字八幡20番 5 外 55,800
4 犬山字西古券468番 56,200
5 上野新町192番 76,400
6 犬山字辰ヶ池30番 3 64,000
7 羽黒字小安101番 7 59,100
8 前原字天道新田81番173 36,800
9 字中唐曽65番22 62,100
10 松本町 3 丁目29番外 104,000
11 前原字井島 5 番14 66,300
12 五郎丸字狭間82番 7 外 59,500
13 羽黒字堂ヶ洞14番43 47,700
14 字横町191番 3 60,000
15 内田東町 8 番 3 70,200
16 犬山字中野33番 3 60,000
17 犬山字白山平53番 7 46,800
18 字城山69番 8 59,800

商業地

5 － 1 犬山字東古券313番 2 外 109,000
5 － 2 犬山字専正寺町14番 3 92,400
5 － 3 天神町 1 丁目 8 番 134,000
5 － 4 羽黒字東向畑35番 4 65,400

工業地 9 － 1 字惣作 1 番 2 50,700

■平成28年　県の基準地価格　〜平成28年 7 月 1 日現在〜

種　別 所　在　地 1 ㎡当たりの
価格（円）

住宅地

1 富岡新町 5 丁目10番 90,800 

2 橋爪字一丁田12番32 89,600 

3 字西北野112番69 65,000 

4 五郎丸字猿屋東77番17 69,800 

5 上坂町 5 丁目73番 75,400 

6 善師野字伏屋13番 29,800 

7 字荒井76番 3 38,900 

商業地

5 - 1 天神町 1 丁目 8 番 134,000 

5 - 2 字外屋敷82番外 69,000 

5 - 3 松本町 2 丁目102番 １ 外 109,000 

工業地 9 - 1 羽黒新田字高見 1 番 3 外 44,000 

林地 17 今井字宮下31番 1 890 

■
高
齢
者
の

　
集
え
る
場
が
次
々
と

　
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
！

ま
で
は
、
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談

セ
ン
タ
ー
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も

と
、
理
学
療
法
士
を
講
師
に
招
き

健
康
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
健
康
体
操
だ
け
で
な
く
様
々

な
活
動
を
検
討
中
で
す
。

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
住
民
主
体

活
動
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

長
寿
社
会
課
高
齢

者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎

44
・
0325



）

　

市
で
は
、
住
み
な
れ
た
地
域
で

い
つ
ま
で
も
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
は
、

孤
立
防
止
や
介
護
予
防
、
認
知
症

予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

近
く
で
集
え
る
場
を
知
り
た
い

と
き
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
高

齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
緑
ヶ
丘　

女
性
の
会
◆

　

女
性
だ
け
で
わ
い
わ
い
お
話
し

し
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
す
会
が

あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
？
と
の
声

が
あ
が
り
、
今
年
の
5
月
か
ら
月

1
回
（
毎
月
第
2
㊍
）
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
会
が
軌
道
に
の
る

■
11
月
に
満
85
歳
に

　
な
る
人
へ

　

高
齢
者
の
外
出
支
援
と
し
て
、

タ
ク
シ
ー
料
金
の
基
本
料
金
相
当

額
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
今
月
で

満
85
歳
に
な
る
人
、
す
で
に
満
85

歳
に
な
っ
て
い
て
交
付
手
続
き
を

し
て
い
な
い
人
は
長
寿
社
会
課
に

て
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　

※
今
月
で
満
85
歳
に
な
る
人
は

誕
生
日
前
日
か
ら
交
付
の
手
続
き

が
可
能
で
す
。

▼
対
象　

満
85
歳
以
上
の
人
（
た

だ
し
、
障
害
者
タ
ク
シ
ー
料
金
助

成
の
対
象
と
な
る
人
を
除
く
）　

▼
交
付
枚
数　

最
大
10
枚
（
申
請

さ
れ
た
月
か
ら
平
成
29
年
3
月
分

ま
で
）　

▼
交
付
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
顔
写
真
（
縦
4
㎝
×
横
3

㎝
）
1
枚　

▼
交
付
場
所
・
問
合

せ
先　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉

担
当
（
☎
44
・
0325



）
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▶市民健康館さら・さくら（☎63・3800）（FAX65・3080）㊏・㊐・㊗を除く午前 8時30分〜午後 5時

■
健
康
プ
ラ
ン
21
�

「
肺
が
ん
は
日
本
人
の
が
ん
死
亡

者
数
ト
ッ
プ
」

　

日
本
で
は
年
間
約
11
万
人
が
肺

が
ん
に
か
か
り
、
約
7
万
人
が
肺

が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
罹

患
率
は
大
腸
が
ん
、
胃
が
ん
に
次

い
で
3
番
目
で
す
が
、
死
亡
者
数

は
、
男
性
1
位
、
女
性
2
位
で
あ

り
、
男
女
合
わ
せ
て
日
本
人
の
が

ん
死
亡
者
数
の
1
位
に
な
っ
て
い

ま
す
。
男
女
と
も
に
40
歳
代
後
半

か
ら
増
加
し
始
め
、
高
齢
に
な
る

ほ
ど
罹
患
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

○
肺
が
ん
の
症
状

主
な
症
状
に
は
、
咳
、
呼
吸
困
難

（
息
切
れ
、
息
苦
し
さ
）、
体
重

減
少
、
痰
、
血
痰
（
血
の
混
じ
っ

た
痰
）、
胸
の
痛
み
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
肺
が
ん
は
初
期
に
は

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
、
肺
の
奥
に
で
き
る
が

ん
ほ
ど
咳
や
痰
な
ど
の
症
状
が
出

に
く
く
、
気
づ
き
に
く
い
の
が
特

徴
で
す
。
咳
な
ど
の
症
状
が
続
く

場
合
に
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

○
肺
が
ん
の
原
因

　

肺
が
ん
発
症
の
最
大
の
原
因
は

た
ば
こ
で
す
。
喫
煙
年
数
や
本
数

が
多
い
ほ
ど
、
肺
が
ん
の
リ
ス
ク

が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
受
動
喫

煙
に
よ
っ
て
も
肺
が
ん
の
リ
ス
ク

は
高
ま
る
た
め
、
非
喫
煙
者
で
も

注
意
が
必
要
で
す
。

　

日
本
人
を
対
象
に
し
た
研
究
に

よ
る
と
、
非
喫
煙
者
に
対
す
る
喫

煙
者
の
肺
が
ん
リ
ス
ク
は
、
男
性

で
は
4
・
8
倍
、
女
性
で
は
3
・

9
倍
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

○
肺
が
ん
検
診

肺
が
ん
は
早
期
に
発
見
す
れ
ば
5

年
生
存
率
が
高
く
、
早
期
の
Ⅰ
期

で
治
療
を
行
っ
た
場
合
の
5
年
生

存
率
は
約
8
割
で
す
が
、
Ⅱ
期
に

な
る
と
5
割
以
下
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
自
覚
症
状
も
あ
ま
り
な

く
気
づ
き
に
く
い
た
め
、
早
期
に

発
見
す
る
た
め
に
は
毎
年
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
に
よ
る
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
非
喫
煙

者
も
肺
が
ん
に
か
か
る
こ
と
は
あ

る
の
で
、検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
35
歳
以
上
を
対
象
に

市
内
医
療
機
関
で
受
診
す
る
個
別

検
診
を
12
月
30
日
㊎
ま
で
行
っ
て

い
ま
す
。

■
健
康
な
ん
で
も
相
談

　

毎
月
、
市
民
健
康
館
に
お
い
て

無
料
か
つ
予
約
不
要
で
、
市
内
の

医
師
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
健
康

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
6
日
㊐
午
前
10
時

〜
正
午　

秋
桜
健
康
福
祉
ま
つ
り

内
＝
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
わ
だ

医
師　

澤
田
敬
久　

11
月
17
日
㊍

午
後
１
時
30
分
〜
3
時
＝
く
り
き

メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師　

栗

木
隆
司　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康

館　

▼
定
員　

な
し
（
当
日
先
着

順
）　

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康

館■
乳
が
ん
（
超
音
波
）

　
検
診
の
追
加
実
施

▼
と
き　

12
月
3
日
㊏
、
8
日
㊍

午
前
8
時
45
分
〜
11
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館　

▼
定

員　

各
日
40
人　

▼
対
象　

今
年

度
中
に
30
歳
〜
39
歳
に
な
る
市
民

（
昭
和
52
年
4
月
1
日
生
〜
昭
和

62
年
3
月
31
日
生
）　

▼
検
診
料　

1
，
000


円
（
犬
山
市
国
民
健

康
保
険
加
入
者
は
半
額
）　

▼
申

込
み　

11
月
10
日
㊍
午
前
10
時
〜

11
時
ま
た
は
午
後
6
時
30
分
〜
7

時
30
分
に
市
民
健
康
館
へ
直
接
来

館
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
申
し
込
み
不
可
。
家
族
の

み
代
理
受
け
付
け
可
能
で
す
。

※
検
診
時
間
は
申
し
込
み
順
と
な

り
、
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
11

月
11
日
㊎
午
前
8
時
30
分
よ
り
随

時
受
け
付
け
し
ま
す
。（
電
話
申

し
込
み
不
可
、
㊏
㊐
㊗
を
除
く
）　

▼
持
ち
物　

健
康
手
帳
、
健
康
保

険
証

※
健
康
手
帳
は
市
役
所
保
険
年
金

課
、
市
民
健
康
館
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
各
出
張
所
で
交
付
し
て
い

ま
す
。

■
健
康
体
力
チ
ェ
ッ
ク

　
と
運
動
処
方

　
「
つ
ま
づ
き
や
す
く
な
っ
た
」

「
荷
物
を
持
っ
た
時
に
持
っ
て
い

ら
れ
な
い
」
な
ど
の
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
現
在
の
ご
自
身
の
体

力
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
運

動
処
方
で
は
、
健
康
運
動
指
導
士

が
体
力
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
を
基

に
、
効
果
的
な
運
動
の
方
法
な
ど

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
18
日
㊎
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

市
民

健
康
館　

▼
対
象　

ど
な
た
で
も　

▼
内
容　

体
力
測
定（
握
力
測
定
、

長
座
体
前
屈
な
ど
）　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
持
ち
物　

健
康
手
帳
、

上
履
き
用
運
動
靴
、
過
去
に
体
力

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る

人
は
、
体
力
チ
ェ
ッ
ク
表　

▼
問

合
せ
先　

市
民
健
康
館　

※
運
動

で
き
る
服
装
で
出
か
け
て
く
だ
さ

い
。
当
日
の
体
調
に
よ
っ
て
は
お

断
り
す
る
項
目
も
あ
り
ま
す
。

■
禁
煙
相
談

　

毎
月
22
日
は
「
禁
煙
の
日
（
ス

ワ
ン
ス
ワ
ン
の
日
）」
で
す
。「
禁

煙
し
た
い
！
」「
で
き
れ
ば
禁
煙

し
た
い
！
」
そ
の
思
い
を
支
援
し

ま
す
！

▼
と
き　

11
月
22
日
㊋
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分
（
1
人
20
分
程

度
）　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館　

▼
内
容　

呼
気
一
酸
化
炭
素
濃
度

測
定　

血
圧
測
定
な
ど　

※
一
酸
化
炭
素
は
タ
バ
コ
に
含
ま

れ
る
有
害
物
質
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
ど
の
く
ら
い
有
害
物
質
を
体

内
に
取
り
込
ん
で
い
る
か
が
わ
か

り
ま
す
。　

▼
費
用　

無
料　

▼
申
込
み　

11
月
21
日
㊊
ま
で
に

市
民
健
康
館
へ
（
電
話
申
し
込
み

可
）　

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康

館

■
市
役
所
に
て
健
康
相
談

　

市
民
健
康
館
の
保
健
師
・
看
護

師
が
血
圧
測
定
と
健
康
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
喫
煙
者
向
け
に
呼
気

一
酸
化
炭
素
濃
度
測
定
も
実
施
し

ま
す
。

※
一
酸
化
炭
素
は
タ
バ
コ
に
含
ま

れ
る
有
害
物
質
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
ど
の
く
ら
い
有
害
物
質
を
体

内
に
取
り
込
ん
で
い
る
か
が
わ
か

り
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
14
日
㊊
午
後
1
時

30
分
〜
3
時　

▼
と
こ
ろ　

市
役

所
1
階
ロ
ビ
ー　

▼
定
員　

な
し

（
予
約
不
要
）　

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康
館

■
ち
ょ
こ
っ
と
歩
こ
う
犬
山

　

今
回
は
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
公
園
か

ら
富
岡
の
丘
陵
地
を
歩
く
コ
ー
ス

で
す
。
森
林
浴
を
し
な
が
ら
、
健

康
づ
く
り
推
進
員
と
楽
し
く
歩
き

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

11
月
14
日
㊊
午
前
10
時

〜
（
約
1
時
間
）
※
雨
天
中
止　

▼
集
合
場
所　

ひ
ば
り
ヶ
丘
公
園

前　

▼
と
こ
ろ　

ひ
ば
り
ヶ
丘

コ
ー
ス　

▼
参
加
料　

無
料

　

▼
持
ち
物　

水
分
補
給
用
飲
み

物
、
歩
き
や
す
い
服
装
で
出
か
け

て
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
先　

市

民
健
康
館

　

第
12
回
さ
く
ら
市
民
公
開
講
座　

地
域
に
健
康
と
安
心
を

▼
と
き　

11
月
12
日
㊏
午
後
1
時

〜
4
時
（
1
時
受
け
付
け
開
始
）

▼
と
こ
ろ　

大
口
町
民
会
館

▼
内
容

［
第
1
部
］ 

健
康
ブ
ー
ス

　

午
後
1
時
〜
1
時
50
分

血
圧
測
定
・
血
糖
測
定
・
看
護
相

談
・
栄
養
相
談
・
介
護
相
談
・
ロ

コ
モ
体
操
・
手
洗
い
チ
ェ
ッ
ク
・

ハ
ン
ド 

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

［
第
2
部
］ 

講
演

　

午
後
1
時
50
分
〜
3
時
55
分

「
保
健
師
っ
て
な
ぁ
に
？
」

さ
く
ら
総
合
病
院 

保
健
師 

野
呂 

は
づ
き
氏

「
結
果
を
見
よ
う
！
」
〜
自
分
の

か
ら
だ
を
知
る
た
め
に
〜

さ
く
ら
総
合
病
院　

臨
床
検
査
技

師 

林
奈
穂
美
氏

「
病
気
の
常
識
・
非
常
識
」

さ
く
ら
総
合
病
院
院
長 

小
林
豊

氏▼
参
加
料　

無
料　

▼
申
込
み　

不
要

▼
問
合
せ
先　

医
療
法
人
医
仁
会

さ
く
ら
総
合
病
院　

さ
く
ら
市
民

公
開
講
座
事
務
局
（
☎
０
５
８

７
・
95
・
6
711


）

※
内
容
お
よ
び
時
間
は
一
部
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
手
話
の
同
時
通
訳
も
あ
り
ま
す
。

病気の
常識・非常識

〜その症状、
本当にそれだけ

ですか？〜

■
膠
原
系
難
病
医
療

　
相
談
会

　

保
健
所
で
は
膠
原
系
難
病
の
患

者
さ
ん
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
専

門
医
に
よ
る
医
療
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

専
門
医
に
病
気
の
症
状
や
治
療

等
に
関
す
る
相
談
、
助
言
を
希
望

さ
れ
る
人
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

12
月
7
日
㊌
午
後
2
時

〜
4
時　

▼
と
こ
ろ　

江
南
市
布

袋
ふ
れ
あ
い
会
館　

▼
内
容　

医

療
相
談
会　

藤
田
保
健
衛
生
大
学

病
院
リ
ウ
マ
チ
・
感
染
症
内
科　

医
師　

▼
定
員　

4
人
程
度

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先　

11
月
18

日
㊎
ま
で
に
江
南
保
健
所
健
康
支

援
課
地
域
保
健
グ
ル
ー
プ
難
病
担

当（
☎
0587



・
56
・
２
１
５
７
）

■
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
を

　
支
援
し
ま
す

　

市
で
は
、
骨
髄
ま
た
は
末
梢
血

管
細
胞
移
植
ド
ナ
ー
へ
の
助
成
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有

し
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
お

い
て
骨
髄
等
の
提
供
を
完
了
し
、

こ
れ
を
証
明
す
る
書
類
の
交
付
を

受
け
た
人

▼
助
成
内
容　

骨
髄
等
の
提
供
の

た
め
に
要
し
た
通
院
、
入
院
に
対

す
る
助
成
。
1
日
に
付
き
2
万
円

（
1
回
の
骨
髄
等
の
提
供
に
付
き

14
万
円
を
限
度
）　

▼
申
込
み　

市
指
定
の
申
請
書
に
記
入
の
上
、

日
本
骨
髄
バ
ン
ク
発
行
の
証
明
書

を
添
付
し
て
直
接
持
参
、
ま
た
は

郵
送　

▼
問
合
せ
先　

健
康
推
進

課
（
市
民
健
康
館
内
）

犬山市民健康館
「ゆとりの湯」が
　利用しやすく　

なりました

　

車
い
す
を
使
用
し
て
い
る
な
ど

身
体
が
不
自
由
で
介
助
が
必
要
な

人
専
用
の
「
ゆ
と
り
の
湯
」
が
、

11
月
1
日
㊋
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
7
時
50
分
ま
で
の
間
、
50
分
単

位
で
の
完
全
予
約
制
に
な
り
、
さ

ら
に
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

浴
室
内
は
、
明
宝
温
泉
の
温
泉

水
の
浴
槽
と
お
湯
の
浴
槽
の
2
つ

あ
り
、
貸
切
風
呂
と
し
て
気
兼
ね

な
く
ゆ
っ
た
り
入
浴
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
料
金　

一
般
＝
500


円
、
65

歳
以
上
、
障
害
者
、
小
中
学
生
＝

300


円　

▼
利
用
方
法　

事
前

予
約
が
必
要 

※
利
用
日
の
前
週

同
曜
日
か
ら
前
日
（
休
館
日
を
除

く
）
ま
で
に
さ
ら
・
さ
く
ら
の
湯

に
て
受
け
付
け　

▼
受
付
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
8
時
（
電

話
可
）　

▼
休
館
日　

毎
週
㊊（
㊗

の
場
合
は
翌
日
）
▼
問
合
せ
先　

さ
ら
・
さ
く
ら
の
湯
受
付
（
☎

63
・
3810



）

市
民
健
康
館 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
休
館　

11
月
7
日
㊊
〜
9
日
㊌

市
民
健
康
館 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
休
館　

11
月
7
日
㊊
〜
9
日
㊌

エアフィー

犬
けんけん

健
チャレンジ
対象事業
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子育て家庭優待事業
〜『はぐみんカード』で子育てにあたたかい社会づくり〜

犬山市子育て情報 犬山市子育て情報
11月は児童虐待防止推進月間です
●児童虐待防止にご協力おねがいします
　児童虐待による死亡事例は年間50件
程で、およそ 1週間に 1人の子どもが
命を落としているということになります。痛ましい
事件を防ぐためにも、虐待を発見したり、著しく子
どもの様子が変だと感じたら、子ども未来課または
児童相談所まで連絡してください。早期の発見・対
応が子どもたちを守ることにつながります。
●犬山市オレンジリボンキャンペーン
　今年も地域活動クラブの方たちにご協力いただ
き、児童虐待防止の願いを込めて、オレンジリボン
を手作りしました。子ども未来課にて配布していま
すので、身につけていただくなど、オレンジリボン
普及に協力をお願いします。（なお、配布については
なくなり次第終了となりますので、ご了承ください。）
▼児童虐待に関する連絡先　子ども未来課　児童担
当（☎61・6288（365日24時間対応）または児童相
談所全国共通ダイヤル　189番（いちはやく））
※お近くの児童相談所につながります。

●子ども医療費助成（払い戻し）の申請は
　出張所でもできます
　医療機関等の窓口で子ども医療費受給者証を使用
せずに支払った保険診療自己負担額の払い戻しは、
市役所か出張所で申請が必要です。
（領収書の有効期間は、医療費を支払った日の翌日
から 5年間です。）
　必要書類など、詳細は保険年金課医療担当（☎
44・0328）まで問い合わせてください。
●「移動式赤ちゃんの駅」を貸し出します
　市内で開催するイベント等に、乳児を連れた保護
者が安心して参加できるよう、乳幼児のオムツ交換
や授乳スペースとして「移動式赤ちゃんの駅」の貸
し出しを行っています。利用希望があれば問い合わ
せください。
▼問合せ先　子ども未来課保育担当（☎44・0324）

　市では、子育て家庭を地域全体で支援するとともに、地域の商業振興に資するため、県と協働で「子育
て家庭優待事業」を実施しています。この事業の優待カード（はぐみんカード）が、46都道府県の全国共
通展開ロゴマークのステッカーを貼った店舗や施設で利用できます。
　カードは、子ども一人につき一枚です。カード裏面に子どもの氏名、生年月日を記入して利用してくだ
さい。カードを破損または紛失した場合は、再交付します。
　なお、市では、子育て家庭優待事業の趣旨に賛同し、協賛いただける店舗や施設を募集しています。協
賛店舗等は、子育て家庭を応援する「はぐみん優待ショップ」として、市や県のホームページ（はぐみんネッ
ト）で紹介しています。協賛金はかかりません。
▼『はぐみんカード』配布場所
・子ども未来課
・市内各児童館・児童センター
・子育て支援センター
　（市民健康館内、橋爪・城東第 2各子ども未来園内）
※カードの有効期限：満18歳に達して最初の 3月31日まで
▼持ち物
・交換の場合、お手持ちのはぐみんカード
・再交付の場合、保険証など子どもの生年月日のわかるもの（妊娠中の人は母子健康手帳）
▼その他
・詳しい事業内容や協賛店舗については、県ホームページ「あいちはぐみんネット」をご覧ください。
・�妊娠中の方には、保健センターでの毎週㊋の母子健康手帳の交付と説明会の折、はぐみんカードを配布
しています。
・�店舗や施設によっては、子ども同伴でないと利用できない、利用できる日にちが決まっているなど条件
がある場合があります。
▼問合せ先　子ども未来課育成担当（☎44・0323）

11月の【子育て支援事業】 各施設で子育て支援事業を実施しています。ぜひご
参加ください。（日程は変更されることもあります）

児童館・児童センター　▼問合せ先　犬山南児童センター（☎62・4477）
事業名 対　象 と　き ところ 内容 11月の行事

子育て広場
「ぽんぽこ」

未就園の乳幼児
（ 0 歳から）と保護者

毎週㊊〜㊎
10：00〜15：00　

㊗は除く

市内 7 か所
児童館・
児童センター

体操・手遊び
ふれあい遊び
ダンボールあ
そびなど

ミニ講座を行うセン
ターがあります。詳し
くはぽんぽこだよりを
ご覧ください。

パパも遊ぼう
未就園の乳幼児と父
親（家族も大歓迎）

11月19日㊏
10：30〜11：30

犬山西児童センター
作って遊ぼう

（工作）

※�各児童館・児童セン
ターでも自由に遊ん
でいただけます。

「第18回あつまれいぬやまっこ！うきうき大行進」
▼と　き　11月13日㊐　午前10時〜午後 3時
▼ところ　市民文化会館、南部公民館、会館前駐車場
▼内　容　「あそび広場」「活動発表」等
※各児童館・児童センターであそび参加券を配布しています。当日参加も大歓迎！
▼問合せ先　市内児童館・児童センター

子育て支援センター　▼問合せ先　さら・さくらつどいの広場（☎63・3817）
事業名 対　象 と　き ところ 内　容

0.1. 2 歳児を持つ
親の勉強部屋

妊婦・
0 歳児と保護者

11月22日㊋
12月 1 日㊍
　　 6 日㊋
　　14日㊌
　　20日㊋

10：00〜11：30

市民健康館
さら・さくら
交流ホール等

妊婦と 0 歳児を持つ親向けの
講習会。
詳細はつどいの広場に問い合
わせてください。

にこにこタイム 未就園の多胎児と保護者
11月 2 日㊌

10：30〜11：30

市民健康館
さら・さくら

交流・情報交換

さくらっこ
ひよこ

6 か月〜 1 歳未満の
お子さんと保護者

11月11日㊎
10：30〜11：30

歌・体操・ふれあい遊び・お話

さくらっこ
あひる

1 歳〜 1 歳 6 か月の
お子さんと保護者

11月25日㊎
10：30〜11：30

歌・体操・ふれあい遊び・お話

わくわくっこ
カンガルー

2 歳 7 か月〜就園前の
お子さんと保護者

11月17日㊍
10：30〜11：30

英語であそぼう・絵本

子育て支援センター　▼問合せ先　さら・さくらつどいの広場（☎63・3817）
事業名 対　象 と　き ところ 内　容

ファミリー・
サポート・
センター講習会

ファミリーサポート会員・
子育てに関心のある人

11月10日㊍
　　15日㊋
　　24日㊍

10：00〜11：30

市役所・
市民健康館

乳幼児の発達や安全・健康・あ
そびについて専門家から講習
を受けます。

【相談事業】

子育て
毎日（㊐・㊗除く）　　　 9 ：00〜17：00　 さら・さくらつどいの広場� 　（☎63・3817）
毎日（㊏・㊐・㊗除く）　 9 ：00〜17：00　 犬山市子育て支援センター� （☎61・7533）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　城東第 2 子育て支援センター� （☎62・5677）

家庭児童 毎日（㊐・㊗除く）　　　 9 ：00〜16：00　 家庭児童相談室　� （☎62・4300）

利用者支援
毎日（㊏・㊐・㊗除く）　　　 8 ：30〜17：00　 子ども未来課　� （☎44・0324）
※子育ての情報を提供し、相談・援助などをおこないます。

「あいちはぐみんネット」

QRコード

Ⓡ
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犬
山
警
察
署
だ
よ
り

お年寄りが健康いきいき
スポーツ大会！

▼第36回犬山市老人スポーツ大会

　 9月28日、犬山市老人クラブ連合会主催による
スポーツ大会がエナジーサポートアリーナ（犬山
市体育館）で開催されました。この大会は高齢者
の健康保持と生きがいを高めるために開催され、
この日は市内56の老人クラブ会員が地区毎に分か
れ、カローリングやピンポン玉リレー、バッゴー
などの競技を行いながら、地区対抗で順位を競い
ました。また、カローリング、バッゴーには羽黒
北子ども未来園の年長児22人も参加。お年寄りの
参加者とともに大きな盛り上がりを見せました。

“祝”夫婦で
結婚60周年・50周年！

▼記念品を受け取る髙田さん夫婦

　 9月29日、市と市社会福祉協議会の共催により、
結婚60周年・50周年の夫婦を対象とした、ダイヤ
モンド婚祝・金婚祝が南部公民館で行われ、ダイ
ヤモンド婚 7組、金婚70組の市内ご夫婦に記念品
の犬山焼夫婦茶碗が贈られ祝福されました。
　結婚60周年の髙田正夫さん（88歳）・ひさ江さ
ん（80歳）は、「家族の支えがあったから、ここ
までくることができました。」と家族への感謝を
笑顔で話されました。
　また、自分の歯を保ち健康を維持する「8020（は
ちまるにいまる）運動」の表彰も行われ、対象者
53人の内、49人の参加者が表彰されました。

市内街頭犯罪発生状況
9 月 平成28年中

刑法犯罪数
（昨年同期）

30件
（49件）

311件
（427件）

住宅対象侵入盗
（昨年同期）

4 件
（ 1 件）

25件
（30件）

車上狙い
（昨年同期）

0 件
（ 2 件）

6 件
（18件）

自転車盗
（昨年同期）

3 件
（ 5 件）

66件
（88件）

市内交通事故発生状況
9 月 平成28年中

人身事故件数
（昨年同期）

22件
（27件）

191件
（229件）

死者数
（昨年同期）

0 人
（ 0 人）

0 人
（ 3 人）

負傷者数
（昨年同期）

27人
（32人）

237人
（291人）

◆
市
内
の
9
月
中
の
犯
罪
発
生
総

数
は
30
件
（
昨
年
49
件
）
で
す
。

　

自
転
車
盗
被
害
は
犬
山
北
・
犬

山
西
・
城
東
の
各
学
区
で
1
件
、

空
き
巣
や
忍
び
込
み
被
害
が
城
東

で
3
件
、
羽
黒
で
1
件
発
生
し
て

い
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

〜
ご
存
知
で
す
か

　
　
　
　

犯
罪
被
害
相
談
窓
口
〜

　

犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
等

か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
身
内
に
話
せ
る
人
が

い
な
い
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
時
は
、
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。
警
察
で
対
応
で
き

な
い
こ
と
は
、
専
門
の
機
関
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

▼
犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
こ
こ
ろ

の
悩
み
相
談
（
ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
イ

ン
）
愛
知
県
警
察
本
部
（
☎
052
・

954
・
8897



）
※
㊊
〜
㊎
（
㊗

年
末
年
始
除
く
）
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

▼
性
犯
罪
被
害
相
談
（
レ
デ
ィ
ー

ス
・
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）
愛
知
県
警

察
本
部
（
☎
0120



・
67
・
７

８
３
０
）
※
㊊
〜
㊎
（
㊗
年
末
年

始
除
く
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
性
犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー　

ハ
ー

ト
フ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
あ
い
ち

（
☎
0570



・
064
・
８１０
）
※
㊊

〜
㊏
（
㊗
年
末
年
始
除
く
）
午
前

9
時
〜
午
後
8
時

▼
列
車
内
の
痴
漢
被
害
相
談
（
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ル
）
愛
知
県
警
察
本

部
（
☎
052
・
561
・
０
１
８
４
）
24

時
間
受
け
付
け

▼
被
害
少
年
相
談　

愛
知
県
警
察

本
部
（
☎
0120



・
７
８
６
７

７
０
）
※
㊊
〜
㊎
（
㊗
年
末
年
始

を
除
く
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
㊏
㊐
㊗
年
末
年
始
及
び
時
間
外

は
、
留
守
番
電
話
ま
た
は
F
A
X

で
24
時
間
受
け
付
け
、
直
近
の
勤

務
日
に
対
応
し
ま
す
。

●�図書館では家庭で不要になった本を随時受け付けてい
ます。ただし、百科事典・全集・雑誌・ビデオは受け
付けできません。

【一般書】
『検証天皇陵』� 外池昇
『知識ゼロからのユーロ入門』

小島健
『ニッポン島遺産』� 斉藤潤
『離婚とお金』� 高橋愛子
『トコトンやさしい蒸気の本』

勝呂幸男
『ボディメカニズム』� 山口典孝
『匠すきやばし次郎』� 小野二郎
『オレンジの歴史』

クラリッサ・ハイマン
『強父論』� 阿川佐和子
『乞食路通』� 正津勉
『コンビニ人間』� 村田沙耶香
�
【児童書（読み物）】（小学校低学年）
『まいごのまいごのアルフィーくん』
『夢にめざめる世界』
『アマミホシゾラフグ』
『たのしいひっこし』
（小学校中・高学年）
『これから戦場に向かいます』
『世界を7で数えたら』
『君の話をきかせてアーメル』
『駅鈴』
『世界のあいさつことば学』
�
【児童書（絵本）】（幼児向け）
『ゆびさきちゃんのだいぼうけん』
『みんなともだち』
『やきそばばんばん』
『ちかてつのふしぎ』

※
少
し
大
き
く
な
っ
た
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
ロ
ビ
ン
、
ち
ょ
っ
と
脳

み
そ
の
小
さ
い
ク
マ
の
プ
ー
、
恐

が
り
な
コ
ブ
タ
の
コ
プ
タ
ン
、
年

寄
り
ロ
バ
の
イ
ー
ヨ
ー
た
ち
の
間

抜
け
な
冒
険
、
衰
え
ぬ
食
欲
、
永

遠
の
友
情
を
描
く
。「
プ
ー
横
丁
に

た
っ
た
家
」
の
新
訳
。

●『プーの細道にたった家』（A.A.ミルン著）

※
動
物
園
の
人
気
者
、
ニ
シ
ロ
ー
ラ

ン
ド
ゴ
リ
ラ
の
「
シ
ャ
バ
ー
ニ
」。

か
っ
こ
よ
く
て
や
さ
し
い
シ
ャ
バ
ー

ニ
と
、
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
た
り
、

楽
し
く
遊
び
た
い
な
…
。
そ
ん
な
子

ど
も
た
ち
の
夢
を
か
な
え
る
絵
本
。

ゴ
リ
ラ
の
生
態
も
よ
く
わ
か
る
。

●『シャバーニだいすき』

●
図
書
館
ま
め
知
識

■
犬
山
が
登
場
す
る
小
説
②

『
怪
談
』（
阿
刀
田
高
・
著
、
1
9
9
8
年
・
刊
）

【
あ
ら
す
じ
】
朗
読
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
朝
倉
恒
一
が
、
住
ま

い
の
近
く
に
あ
る
東
京
・
雑
司
ヶ
谷
墓
地
で
、
小
泉
八
雲
の
墓
を
訪
れ
る

件く
だ
り

か
ら
物
語
は
始
ま
る
。
こ
の
時
、墓
前
で
出
会
っ
た〝
小
泉
八
雲
研
究
家
〟

の
日
枝
洋
子
と
、
八
雲
の
足
跡
を
巡
る
旅
に
出
る
恒
一
…
。
旅
は
、
焼
津
、

松
江
、そ
し
て
カ
リ
ブ
海
の
マ
ル
チ
ニ
ー
ク
島
へ
と
続
く
。
旅
を
通
し
て
、

恒
一
は
一
体
何
を
見
た
の
か
…
。

　

作
中
に
は
、
小
泉
八
雲
避
暑
の
家
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
明
治
村
を

訪
れ
る
描
写
や
、
国
宝
・
如
庵
、
木
曽
川
畔
の
ホ
テ
ル
の
様
子
な
ど
も
。

ま
た
、
名
古
屋
か
ら
犬
山
に
向
か
う
電
車
内
で
、
洋
子
が
『
尾
張
の
民
話
』

を
読
み
聞
か
せ
る
場
面
も
興
味
深
い
（
犬
山
が
舞
台
と
な
っ
た
民
話
を
選

ん
で
お
り
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
推
察
す
る
と
「
止
々
馬
木
の
切
ら
れ

地
蔵
」
と
思
わ
れ
る
）。

　

新
聞
の
連
載
小
説
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
こ
の
作
品
は
、
阿
刀
田
氏
が
小

泉
八
雲
（
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
に
捧
げ
た
オ
マ
ー

ジ
ュ
で
あ
り
、
レ
ク
イ
エ
ム
な
の
か
も
し
れ
な
い
…
。

【
こ
ぼ
れ
話
】
明
治
村
内
の
「
小
泉
八
雲
避
暑
の
家
」
で
は
現
在
、
作
中

と
同
じ
く
駄
菓
子
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
も
す
れ
ば
、
昔
懐
か
し
い
駄

菓
子
に
気
を
取
ら
れ
て
し
ま
う
か
、
小
さ
な
建
物
ゆ
え
に
通
り
過
ぎ
て
し

ま
う
ほ
ど
で
す
が
、
建
て
ら
れ
た
の
は
明
治
初
年
で
あ
り
、
国
の
登
録
有

形
文
化
財
で
も
あ
る
貴
重
な
建
造
物
で
す
。

【
今
回
の
問
題
】
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
前
、
阿
刀
田
氏
が
就
い
て

い
た
職
業
は
？
阿
刀
田
フ
ァ
ン
な
ら
、
即
答
で
す
ね
（
答
え
は
12
月
1
日

号
で
…
）。

【
前
回
の
解
答
】
森
村
氏
は
、
執
筆
に
あ

た
り
犬
山
を
訪
れ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、

作
中
で
描
い
た
犬
山
城
や
建
物
な
ど
の
位

置
関
係
を
確
か
め
る
た
め
、
テ
ー
プ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
携
え
て
1999



年
の
冬
に

来
犬
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

文 ㈱TRC図書館流通センター

テレビ　中部ケーブルネットワーク　12ch
避難所開設案内、警報などの放送

犬山市ホームページ
市内の気象情報・雨量・
河川水位などを検索

犬山市安心情報メール
登録は空メール送信か、QRコード（右）を読込んでください。
t-inuyama-anshin@sg-m.jp（空メール用送信アドレス）

災害情報は
ここから⇒

ハロウィン 土屋慎吾

羊ひ
つ
じ

さ
ん

可
愛
い

で
し
ょ
？

は
い

飴あ
め

を
ど
う
ぞ

あ
ら
、

ご
め
ん

飴
な
く
な

ち
ゃ
っ
た

と
っ
て

く
る
か
ら

待
っ
て

て
ね

こ
こ
に

ト
リ
ュ
フ

チ
ョ
コ
が

あ
る
じ
ゃ
ん

そ
っ

そ
れ
は
…

あ
っ
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※掲載団体の責任と費用で編集した紙面です

●
健
康
体
操
教
室

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
と
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
を

使
用
し
て
の
簡
単
な
筋
ト
レ
と
ス

ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
す
。
自
分
の

体
力
、
筋
力
に
あ
わ
せ
て
無
理
な

く
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

11
月
4
日
㊎
、
12
月
2

日
㊎
、
平
成
29
年
1
月
6
日
㊎　

※
毎
月
第
1
㊎
午
後
2
時
〜
3
時　

▼
と
こ
ろ　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は

な
え
く
ぼ
ひ
く
み
（
五
郎
丸
郷
瀬

川
17

−

1
）　

▼
定
員　

8
人　

※
事
前
申
込
み
必
要　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
靴

下
※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
来
て

く
だ
さ
い
。　

▼
申
込
み
・
問
合

せ
先　

大
村（
☎
68
・
８
０
９
６
）

●
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
体
験
会

　

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、
1
9
9
8

年
に
日
本
で
生
ま
れ
た
新
し
い
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
円
形
の
的
を
め
が

け
て
息
を
使
っ
て
矢
を
放
ち
ま

す
。
高
い
運
動
能
力
や
腕
力
は
い

り
ま
せ
ん
。
基
本
動
作
は
腹
式
呼

吸
を
ベ
ー
ス
と
し
た
吹
矢
式
呼
吸

法
で
様
々
な
健
康
効
果
も
期
待
で

き
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
8
日
㊋
午
後
12
時

30
分
〜
2
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

楽
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

▼
参

加
料　

500


円　

▼
問
合
せ
先　

中
本
（
☎
090
・
854


6
・
２
５

６
２
）

●
『
白
帝
フ
ォ
ト
』
写
真
展

▼
と
き　

11
月
8
日
㊋
〜
13
日
㊐

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
（
初
日
は

正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
4
時

ま
で
）
▼
と
こ
ろ　

市
立
図
書
館

2
階
展
示
室　

▼
問
合
せ
先　

中

道
（
☎
62
・
43

6
5
）

●
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
木
屋
展
示
会

　
「
C
o
r

−

m
o
d
i
♫
の

冬
服
」　

　

重
ね
着
が
楽
し
め
る
天
然
素
材

の
ワ
ン
ピ
ー
ス
や
パ
ン
ツ
、
70
点

程
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
10
日
㊍
〜
14
日
㊊

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
（
最
終
日

は
午
後
4
時　

㊋
㊌
定
休
）　

▼

と
こ
ろ
・
問
合
せ
先　

ぎ
ゃ
ら

り
ぃ
木
屋
（
☎
61
・
0591



）

●
と
ま
と
13‌

th
コ
ン
サ
ー
ト

　

N
H
K
人
気
朝
ド
ラ
・
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
の
演
奏
や
懐
か
し
い
青
春

ソ
ン
グ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
13
日
㊐
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

犬
山
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ

デ
2
階　

▼
内
容　

第
1
部　

朗

読　

第
2
部　

演
奏
と
歌　

▼
入

場
料　

無
料　

▼
問
合
せ
先　

竹

村
（
☎
67
・
6
6
25

）

●
有
楽
流
犬
山
茶
会

　

織
田
信
長
直
系
十
八
代
目
・
織

田
信
孝
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
錦
秋
の
有
楽
苑
に

て
一
日
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
13
日
㊐
午
前
10
時

〜
午
後
3
時　

▼
と
こ
ろ　

犬
山

名
鉄
ホ
テ
ル　

有
楽
苑　

▼
参
加

料　

1‌

0
，
000


円（
点
心
付
）

▼
問
合
せ
先　

佐
橋
（
☎
090
・
８

６
７
６
・
8491



）

●
不
用
品
バ
ン
ク
I
N
U
Y
A
M

A
の
バ
ザ
ー

　

新
品
か
状
態
の
よ
い
衣
類
（
夏

物
を
除
く
）、
タ
オ
ル
類
、
台
所

用
品
、
バ
ッ
グ
な
ど
を
預
か
り
販

売
し
ま
す
。

▼
と
き　

不
用
品
受
付
＝
11
月
14

日
㊊
・
15
日
㊋　

即
売
日
＝
16
日

㊌
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午　

精
算
日
＝
18
日
㊎
午
前
10
時
〜
午

後
3
時　

▼
と
こ
ろ　

清
水
屋
犬

山
店
6
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル　

▼
問
合
せ
先　

梅
田
（
☎
62
・
５

０
６
４
）

※
売
り
上
げ
の
30
％
は
運
営
費
と

し
ま
す
。

●
障
害
年
金
個
別
無
料
相
談
会

▼
と
き　

11
月
15
日
㊋
午
後
1
時

〜
3
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

犬
山

国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ
控

室
2　

▼
対
象　

精
神
・
身
体
障

害
が
あ
る
人
で
65
歳
前
に
初
診
が

あ
り
、
日
常
生
活
や
仕
事
に
支
障

が
出
て
い
る
人　

▼
問
合
せ
先　

オ
フ
ィ
ス
・
ア
ス
チ
ル
ベ
（
☎

62
・
7778



）

●
第
2
回
尾
北
フ
ォ
ト
写
真
展

　

会
員
14
名
に
よ
る
風
景
・
花
・

ス
ナ
ッ
プ
な
ど
、
四
つ
切
サ
イ
ズ

28
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
18
日
㊎
〜
24
日
㊍

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
初
日
は
午
後
1
時
か
ら
、
最
終

日
は
午
後
4
時
ま
で
）　

▼
と
こ

ろ　

市
役
所
1
階
市
民
プ
ラ
ザ　

▼
問
合
せ
先　

寺
澤
（
☎
67
・
１

６
７
８
）

●
第
5
回
『
森
の
音
楽
会
』

　

秋
の
森
に
響
く
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ

ク
メ
ロ
デ
ィ
ー

〜
オ
カ
リ
ナ
・
二
胡
・
短
箏
ピ
ア

ノ
の
調
べ
に
木
の
ぬ
く
も
り
土
の

ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
〜

　

色
づ
く
木
々
の
葉
に
つ
つ
ま
れ

て
優
し
い
音
色
の
音
楽
と
と
も
に

憩
の
ひ
と
と
き
を
ご
一
緒
し
ま
せ

ん
か
。

▼
と
き　

11
月
20
日
㊐
午
後
2
時

30
分
〜　

▼
と
こ
ろ　

犬
山
里
山

学
セ
ン
タ
ー　

▼
入
場
料　

無
料　

▼
出
演　

オ
カ
リ
ナ
四
重
奏
「
響

（
ゆ
ら
）」、
二
胡
・
短
箏
ピ
ア
ノ

ユ
ニ
ッ
ト
「
チ
ェ
リ
ー
ブ
ロ
ッ
サ

ム
」　

▼
問
合
せ
先　

大
島
（
☎

080
・
307


6
・
1897



）　

●
病
院
祭
「
桜
桂
会
祭
」

　

医
療
法
人
桜
桂
会
の
犬
山
病
院

と
福
祉
施
設
の
お
祭
り
を
開
催
致

し
ま
す
。
大
道
芸
人
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
や
ナ
ー
ス
や
ド
ク
タ
ー
に

な
っ
て
の
記
念
撮
影
や
医
療
体

験
、
病
院
食
の
昼
食
体
験
な
ど
、

多
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
27
日
㊐
正
午
〜
午

後
3
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

犬
山

病
院　

本
館
外
来
お
よ
び
福
祉
施

設　

▼
入
場
料　

無
料　

▼
問
合

せ
先　

犬
山
病
院
環
境
医
療
課　

伊
藤
（
☎
61
・
1505



）

●
ミ
ニ
テ
ニ
ス
メ
ン
バ
ー
募
集

　

ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
し
出
し
し
ま

す
。
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
と
お
茶
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
10
代
か

ら
70
代
ま
で
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
し

ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

毎
週
㊏
午
後
7
時
30
分

〜
9
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

南
部

中
学
校　

▼
問
合
せ
先　

宮
田

（
☎
090
・
3950



・
２
５
７
５
）、

白
水
（
☎
090
・
3933



・
４
８

７
６
）　

　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
お
お

む
ね
200


字
以
内
で
、
▼
と
き

▼
と
こ
ろ
▼
内
容
（
趣
旨
、
参
加

料
、
対
象
な
ど
）
▼
問
合
せ
先
を

便
せ
ん
な
ど
の
用
紙
に
記
入
し
、

企
画
広
報
課
広
報
広
聴
担
当
へ

（
12
月
15
日
号
の
締
め
切
り
は
11

月
2
日
㊌
、
1
月
1
日
号
の
締
め

切
り
は
11
月
16
日
㊌
）。
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各種相談コーナー（無料）
内　容 と　　き ところ

市 民 毎日（㊏・㊐・㊗除く）
午前 8 時30分〜午後 5 時

市役所 1 階　市民相談室
下記時間帯は手話通訳が利用できます
㊌㊎午前 8 時30分〜午後 4 時

行 政 11月25日㊎　午前10時〜午後 3 時 市役所 1 階　市民相談室

登 記 11月 9 日㊌　午後 1 時〜 3 時 市役所 2 階　相談室②

不 動 産 取 引 11月15日㊋　午後 1 時〜 4 時 市役所 2 階　相談室②

行 政 書 士 11月30日㊌　午後 1 時30分〜 3 時30分 市役所 2 階　相談室②

弁 護 士による法 律
（要予約）

12月 1 日㊍　午前 9 時〜正午（ 1 人20分間）
※11月10日㊍午後 1 時から社会福祉協議会で
　予約受付先着 9 人（電話受付のみ）

福祉会館相談室（☎62・2508）
　　　　　　　　（☎61・2563）

心 配 ご と 11月10日㊍・17日㊍　午前10時〜午後 3 時 福祉会館相談室（☎61・4613）

結 婚 毎週土曜日　毎月第 2 水曜日
午前 9 時〜正午（受付11時30分まで） 福祉会館相談室（☎62・6299）

ボ ラ ン テ ィ ア 毎週月曜日（㊗除く）午前10時〜午後 3 時 福祉会館相談室（☎62・6299）

身 体 障 害 者 11月 2 日㊌　午前10時〜午後 3 時 福祉会館相談室（☎61・4613）

知 的 障 害 者 11月14日㊊　午前10時〜午後 3 時 福祉会館相談室（☎61・4613）

精 神 保 健 福 祉 士
に よ る 相 談

11月 8 日㊋　午前 9 時〜正午
　　22日㊋　午後 1 時〜 4 時 市役所福祉課相談室

発 達 支 援
（要予約）

11月 7 日㊊・17日㊍　午前 9 時30分〜11時30分
※18歳まで 保健センター（☎61・1176）

ポ ル ト ガ ル 語
ス ペ イ ン 語
外 国 人

毎週金曜日　午後 1 時〜 4 時30分 市役所 1 階　相談室

英語・中国語・タガログ語
外 国 人 11月 1 日㊋　午後 1 時〜 4 時30分 市役所 2 階　相談室②

人 権 11月16日㊌　午後 1 時〜 4 時 南部公民館会議室 3

青少年の非行・いじめ 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9 時〜午後 5 時 市役所 3 階　文化スポーツ課　青少年センター
（☎44・0353）

児 童 生 徒 の
不 登 校 相 談 室 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9 時〜午後 5 時 福祉会館内適応指導教室「ゆう・ゆう」

（☎63・0502）

家 庭 児 童 毎日（㊐・㊗除く）午前 9 時〜午後 4 時 福祉会館内家庭児童相談室（☎62・4300）

児 童 虐 待に関する
情 報 提 供

毎日（㊏・㊐・㊗除く）
午前 8 時30分〜午後 5 時15分

子ども未来課（☎44・0322）
※電話（☎61・6288）は24時間対応です

ひ と り 親 自 立 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9 時〜午後 4 時 子ども未来課（☎44・0323）

住 宅 相 談（要予約） 予約により決定㊏・㊐・㊗と年末年始は除く 相談者宅など（予約により決定）
予約先：都市計画課（電話可☎44・0331）

弁 護 士 に よ る
消 費 生 活 法 律 11月18日㊎　午後 1 時〜 4 時 市役所 2 階　204会議室

※予約は産業課（☎44・0340）

消 費 生 活 毎週月〜木曜日（㊗除く）午後 1 時〜 5 時 市役所 1 階　相談室（☎44・0398）

労 働 11月16日㊌　午後 1 時〜 4 時 市役所 2 階　相談室②
※予約は産業課（☎44・0340）

内 職 毎週火曜日（㊗除く）午前10時〜午後 3 時 福祉会館相談室（☎61・4613）

年 金
毎週火・金曜日（㊗除く）
午前 9 時30分〜午後 4 時30分
（正午〜午後 1 時休憩、　最終受付 4 時）

市役所 2 階　相談室①
保険年金課年金担当で受付　※当日先着12人
年金額、加入期間の確認は不可

一宮年金事務所による
年 金 出 張 相 談

11月24日㊍　午前10時〜午後 3 時
（正午〜午後 1 時休憩） 保険年金課年金担当で受付　※当日先着12人

オ ー プ ン 議 長 室
（議会の市政相談）

毎日（㊏・㊐・㊗と議会会期中は除く）
※要予約

市役所 6 階議長室
※予約受付は議事課（☎44・0307）

たくろう通信犬
山
市
長

新時代の風 ⑲

た
ら
い
回
し
改
善
！
　
死
亡
関
連
手
続
き
か
ら

　　　　　　　 高 齢 者 の 総 合 相 談 　　　　　　　
高齢者あんしん相談センター（長寿社会課内）（☎44・0325）
受付時間：午前 8時30分〜午後 5時15分（㊏㊐㊗を除く）

■休日・平日時間外の水道緊急時
連絡先　白山浄水場（☎61・1260）

■休日（昼間）診療
犬山市休日急病診療所（国道41号五郎丸交差点東へ300m）
内科・外科（犬山市五郎丸東1-70　☎62・8100）
受付時間：午前 8時30分〜11時30分（診療は午前 9時から）
　　　　　午後 1時30分〜 4時15分（診療は午後 2時から）

■救急医療の案内
○救急医療情報センター（☎81・1133）
　24時間365日体制で、電話で医療機関の案内を行っています。
○救急医療情報システム 　http://www.qq.pref.aichi.jp/（ 5 か国語対応）
　インターネットで受診可能な医療機関を検索できます。
○小児救急電話相談（☎＃8000か、☎052・962・9900）
　夜間に医療相談が受けられます。
　★受付時間／午後 7時〜翌朝 8時までの毎日

上段は内科系、下段は外科系（急病以外はご遠慮ください）
※年間当番表
　市HP http://www.city.inuyama.aichi.jp/kurashi/iryo/1000647.html

※（所在地）は、市町・大字小字にて表記
※年間当番表
　市HP http://www.city.inuyama.aichi.jp/kurashi/iryo/1002705.html

■休日歯科診療
電話受付時間：午前 9時30分〜11時30分

と  き 病・医院名 電　話

11月 3 日㊗ 山田歯科医院�（長者町二丁目） 67・9662

11月 6 日㊐ 佐藤歯科医院� （東古券） 61・0037

11月13日㊐ あさの歯科医院（扶桑・高雄犬堀） 0587・92・3718

■休日（夜間）診療
受付時間：午後 5時〜 8時

と  き 病・医院名 電　話

11月 3 日㊗
村上内科� （丸山）
こばやし眼科� （富士見町）

62・2201
62・7278

11月 6 日㊐
城南クリニック� （西専正寺町）
カワムラ整形外科� （二の宮団地）

61・0132
67・1134

11月13日㊐
安藤医院� （西新道）
マザークリニックハピネス�（塔野地）

61・0316
63・4103

課
題

　

行
政
の
各
種
手
続
き
は
、
わ
か

り
に
く
く
面
倒
く
さ
い
と
感
じ
て

い
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
案

件
に
よ
っ
て
は
、
複
数
の
関
係
窓

口
で
多
数
の
手
続
き
が
必
要
な
も

の
も
あ
り
、
移
動
や
記
入
に
負
担

感
が
あ
り
ま
す
。

死
亡
に
関
す
る
手
続
き

　

犬
山
市
に
お
住
ま
い
の
方
が
亡

く
な
っ
た
時
、
死
亡
に
関
連
す
る

手
続
き
と
し
て
、
対
象
と
な
る
も

の
は
30
種
類
ほ
ど
あ
り
、
そ
の
手

続
き
を
取
り
扱
う
担
当
課
は
12
課

に
わ
た
り
ま
す
。
亡
く
な
っ
た
方

を
取
り
巻
く
状
況
に
よ
っ
て
、
こ

の
中
で
い
く
つ
か
の
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
状
況

　

こ
の
い
く
つ
か
の
手
続
き
に
あ

た
り
、
こ
れ
ま
で
は
手
続
き
を
す

る
た
め
に
来
庁
さ
れ
た
方
が
、
関

係
課
へ
移
動
す
る
と
い
う

形
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
大
切
な
方
を
亡
く
さ

れ
、
精
神
的
に
も
不
安
定
な

時
に
、
市
役
所
内
の
各
関
係

窓
口
へ
移
動
す
る
こ
と
は

負
担
で
す
。

 

改
善
へ
！

　

こ
う
し
た
状
況
を
少
し
で
も
改

善
し
よ
う
と
、
本
年
9
月
よ
り
、

手
続
き
に
来
庁
さ
れ
た
方
が
各
関

係
窓
口
へ
移
動
す
る
の
で
は
な

く
、
手
続
き
に
関
係
す
る
課
の
担

当
職
員
が
順
番
に
窓
口
の
方
へ
来

て
対
応
す
る
形
に
見
直
し
ま
し
た
。

　

本
来
な
ら
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行

い
、
抜
本
的
に
改
善
す
る
の
が
理

想
で
す
が
、
経
費
も
か
な
り
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
当
面
の
改
善

策
と
し
て
、
ま
ず
職
員
が
動
く
こ

と
で
、
手
続
き
に
来
ら
れ
た
方
の

移
動
の
負
担
感
を
軽
減
し
ま
し
た
。

今
後
の
展
開

　

今
回
の
死
亡
に
関
連
す
る
手
続

き
業
務
の
改
善
は
、
小
さ
な
事
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
今
後

の
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
大

き
な
第
一
歩
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

見
直
し
後
の
状
況
を
検
証
し
、

特
に
支
障
が
な
け
れ
ば
、
転
入
・

転
出
や
出
生
な
ど
、
他
の
業
務
に

も
広
げ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、各
種
手
続
き
の
中
に
は
、

法
の
規
定
に
よ
り
合
理
化
が
難
し

い
業
務
も
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る

だ
け
各
種
書
類
へ
の
記
入
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
手
続
き
の
簡
素

化
が
で
き
な
い
も
の
か
、
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

価
値
を
創
造
す
る
市
役
所
へ

　

日
本
全
国
、
ど
こ
の
自
治
体
で

も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
般

的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す

が
、
た
と
え
小
さ
な
事
で
も
、
そ

の
提
供
方
法
を
ど
れ
だ
け
工
夫
で

き
る
か
に
よ
っ
て
、
わ
か
り
や
す

さ
、利
便
性
、効
率
性
な
ど
、サ
ー

ビ
ス
の
受
け
手
の
満
足
度
に
違
い

が
出
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
都
市
経
営
は
、
決

め
ら
れ
た
こ
と
を
、
今
ま
で
ど
お

り
行
え
ば
よ
い
と
い
う
感
覚
で
は

な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
付
加
価
値
を

い
か
に
高
め
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
ど
れ
だ
け
自
発

的
・
意
欲
的
に
取
り
組
め
る
か
が

重
要
で
す
。窓
口
業
務
に
限
ら
ず
、

各
種
施
策
展
開
も
含
め
て
、
市
役

所
が
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
組

織
体
と
な
っ
て
い
く
よ
う
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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名経大管理
栄養学科学生の名経大管理
栄養学科学生の

※�広報いぬやまに掲載されているホームページアドレスからの各種情報の入手については、犬山市役所企画広報課及び市内各出張所に
おいて、印刷・配布サービスを行っておりますので、ご利用ください。

編
集
後
記

しんくん
たくさんの笑顔を
ありがとう♡

お姉ちゃんと仲良く
たくさん遊ぼうね♡

名古屋経済大学管理栄養学科　 2年
阪野　仁紀
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犬山市の人口と世帯
●10月1日現在●
人口� 74,728人
男　　� 37,221人
女　　� 37,507人
世帯　� 30,425世帯

平成28年11月1日号

�

QRコード

301

　
秋
が
ひ
ろ
が
る
犬
山
城
下
。

　
そ
の
先
で
あ
な
た
だ
け
の
秋
を
み
つ
け
て
み
ま
せ

ん
か
？

「その先にひろがる秋」
平成27年第18回犬山観光写真コンテスト

小林淳さん撮影

　

若
い
世
代
が
「
こ
の
ま

ち
で
仕
事
を
し
て
活
き

活
き
暮
ら
す
人
」「
輝
い

て
い
る
人
」
を
知
る
こ
と

で
、
都
会
だ
け
で
は
な
い

「
生
き
方
」
や
「
仕
事
の

選
択
肢
」
を
知
り
、
目
標

と
な
る
人
に
出
会
う
―
。

　

で
あ
う
会
議
の
ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
城
下

町
で
パ
ン
屋
さ
ん
を
営

む
奥
山
さ
ん
。「
パ
ン
屋

を
通
し
て
暮
ら
し
の
中

で
出
会
う
街
の
人
と
の

繋
が
り
も
嬉
し
い
。
毎
日

が
本
当
に
楽
し
い
。」
と

自
身
の
人
生
を
ま
さ
に

活
き
活
き
と
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
奥
山
さ

ん
の
お
人
柄
に
惹
か
れ

る
楽
し
い
会
議
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
―
。�

（
Ｒ
）

冬が旬の野菜、ニンジンで元気になろう！

ニンジンの混ぜご飯

冬が旬の野菜の一つ、ニンジンをたくさん食べてもらうレシピを紹介します。皆さんは愛知県に
「あいちの伝統野菜」があることをご存じですか？「あいちの伝統野菜」は35品目で、中でもニ
ンジンは 3品目あり、それは名古屋市の八事五寸、碧南市の碧南鮮紅五寸、大府市の木之山五寸
の 3つです。今回のメニューは砂糖を一切使わず、旬のニンジンの甘さを直に感じていただくメ
ニューです。スーパーに出かけた際は、ぜひこれらの「あいちの伝統野菜」を探してみてください。

栄養価（1人分）
エネルギー：352Kcal
βカロテン：3350㎍

【作り方】
①�ニンジンとこんにゃくを長さ 5 ㎝ほどの
千切りにし、鶏肉をそぎ切りにし、干し
しいたけは水で戻し軽く絞ってから薄切
りにする。
②�①の材料をすべて鍋に入れ、しいたけの
戻し汁（50ml）醤油を加えニンジンが柔
らかくなるまで中火で煮る。
③�ニンジンが柔らかくなったら強火にし汁
気を飛ばす。
④炊き立てのご飯に③を入れて混ぜる。
⑤④を少し冷まして味をなじませたら完成。

ニンジンは豊富なβカロテンを含み、βカロテンにはガンの予防や抑制効果もあります。
また、美肌にも効果があるとされています。

【混ぜご飯のもと】

ニンジン 	  2 本（約200g）

こんにゃく 	  70g

干ししいたけ 	  7 g（ 2 〜 3 枚）

鶏もも肉 	  100g

濃口しょうゆ 	  50ml

水 	  50ml

【ご飯】

米 	  2 合

今
いま

枝
えだ

慎
しん

ちゃん
（堂屋敷）

平成27年10月28日生まれ

中
なか

山
やま

詩
うた

菜
な

ちゃん
（新赤坂）

平成27年11月24日生まれ


